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文 教 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成２７年１０月１６日（金）午前１０時 ２分 開会 

                午後 ４時５０分 散会  

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 安藤 薫 副委員長 東 久美子   委  員 大澤千恵子 

  委  員 水谷  毅 委  員 市来賢太郎 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正     教育長 箸尾谷知也 

教育総務部長 山本和憲  総務課長 溝口哲也  子育て支援課長 木下伸記 

  次世代育成部長 前馬晋策  同部参事兼こども教育課長 小林寿弘  

学校教育課長 荒木智雄  同課参事 野本憲宏 

教育支援課長 撰田裕美 

生涯学習部長 宮部善隆  生涯学習課長 柳瀬哲宏   

文化スポーツ課長 辻 稔秀  

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 橋本英樹 同局書記 渡部真也 

 

１．審査案件 

  認定第１号 平成２６年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

   

議案第４８号  
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（午前１０時２分 開会） 

○安藤薫委員長 それでは、ただいまから、

文教常任委員会を開会いたします。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 朝夕めっきり冷え込みが厳しくなって

まいりましたが、そんな中、本日は文教常

任委員会をお持ちいただきまして大変あ

りがとうございます。 

 審査に入ります前に、正副委員長様、こ

のたびの役選でのご就任おめでとうござ

います。１年間お世話をかけますが、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 本日は、平成２６年度の決算についてご

審査をいただくわけでございますけれど

も、どうぞ何とぞ慎重審査の上、ご認定い

ただきますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 一旦退席をさせていただきます。 

○安藤薫委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、東委員を

指名いたします。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時３分 休憩） 

（午前１０時４分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 山本教育総務部長。 

○山本教育総務部長 おはようございま

す。 

 認定第１号、平成２６年度摂津市一般会

計歳入歳出決算のうち、教育総務部が所管

しております事項につきまして、目を追っ

て、その主なものにつきまして補足説明を

させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 ３０ページ、款１２分担金及び負担金、

項１負担金、目１民生費負担金は、通所給

付費負担金などでございます。 

 款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目２民生使用料は、市立児童発達支援セン

ター用地使用料でございます。 

 ３２ページから３４ページ、目６教育使

用料は、学童保育室保育料などでございま

す。 

 ３６ページ、項２手数料、目６教育手数

料は、学校用地境界明示手数料でございま

す。 

 款１４国庫支出金、項１国庫負担金、目

１民生費国庫負担金は、児童手当負担金、

児童扶養手当負担金などでございます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、児童虐待防止対策支援事

業補助金、母子家庭等自立支援給付金事業

補助金でございます。 

 ４０ページ、目６教育費国庫補助金は、

摂津小学校、第三・第四中学校の耐震補強

等工事に係る学校施設環境改善交付金な

どでございます。 

 ４２ページ、款１５府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、通所支援等

負担金、児童手当負担金でございます。 

 ４４ページから４６ページ、項２府補助

金、目２民生費府補助金は、乳幼児医療、

ひとり親家庭医療の医療費補助金などで

ございます。 

 ４８ページ、目８教育費府補助金は、学

童保育室の運営に対する放課後児童健全

育成事業費補助金、中学校給食の導入促進

に係る事業費補助金などでございます。 

 ５０ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、南千里丘

のモデルルームを活用して開設した民間

保育所への建物貸付収入でございます。 
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 ５２ページ、款１７寄附金、項１寄附金、

目１寄附金は、子育て支援課、総務課に係

る一般寄附金でございます。 

 款１９諸収入、項３貸付金元利収入、目

１奨学資金貸付金元金収入は、奨学資金貸

付金の償還金でございます。 

 ６０ページから６２ページ、項４雑入、

目２雑入は、学校給食費負担金、日本スポ

ーツ振興センターの保護者負担となる掛

金などでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 まず、民生費についてご説明いたします。 

 １１６ページから１２０ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費は、第１児童センター及び児童発達支援

センターの運営委託料、児童発達支援事業

等に係る通所給付費などでございます。 

 １２２ページ、目２児童措置費は、児童

手当及び児童扶養手当の扶助費などでご

ざいます。 

 同ページから１２４ページ、目３児童福

祉施設費は、市立４保育所の給食費に係る

賄材料費、地域子育て支援センター、つど

いの広場に係る運営費などでございます。 

 １２４ページから１２６ページ、目４母

子福祉費は、ひとり親家庭の自立支援に係

る経費でございます。 

 １２６ページ、目５子ども医療助成費は、

子どもに対する医療費助成に要した経費

でございます。 

 目６ひとり親家庭医療助成費は、ひとり

親家庭に対する医療費助成に要した経費

でございます。 

 続きまして、教育費についてご説明をい

たします。 

 １７４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る諸経費で、教育委員の報酬などでござい

ます。 

 同ページから１７８ページ、目２事務局

費は、教育委員会事務局の運営全般に係る

経費で、校務補助嘱託員の賃金、個人登録

をされている小学校・幼稚園の受付員の報

償費、通学路の安全対策のための交通専従

員業務委託料、団体登録をされている小学

校・幼稚園の受付員の委託料、私立高等学

校等学習支援金などでございます。 

 １８２ページから１８４ページ、項２小

学校費、目１学校管理費は、小学校１０校

の学校運営のための消耗品、光熱水費、ま

た施設や設備の維持補修のための経費、施

設の維持管理のための委託点検経費、備品

購入費などの経費でございます。 

 １８４ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費、要保護及び準要保護児童

に対する扶助費などでございます。 

 １８６ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬、児童・教職員に対する

各種健康診断委託料、学校管理下における

児童の災害に対応するための日本スポー

ツ振興センター負担金、要保護及び準要保

護児童に対する医療費扶助などでござい

ます。 

 同ページから１８８ページ、目４学校給

食費は、非常勤の給食調理員の賃金、給食

の賄材料費、給食調理業務に係る委託料、

準要保護児童に対する給食費扶助などで

ございます。 

 １８８ページ、目５支援学級費は、小学

校の支援学級の運営経費でございます。 

 目６建設事業費は、摂津小学校校舎に係

る耐震補強等工事に要した経費などでご

ざいます。 

 同ページから１９０ページ、項３中学校

費、目１学校管理費は、中学校５校の管理

運営のための消耗品、光熱水費、また施設
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や設備の維持補修のための経費、施設維持

管理のための委託点検経費、備品購入費な

どの経費でございます。 

 １９０ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費や、要保護及び準要保護生

徒に対する扶助費などでございます。 

 同ページから１９２ページ、目３保健衛

生費は、学校医等に対する報酬、生徒・教

職員に対する各種健康診断委託料、日本ス

ポーツ振興センター負担金などでござい

ます。 

 １９２ページ、目４学校給食費は、中学

校給食実施に向けての準備に伴うランチ

ボックス等の購入経費や、配膳室設置工事

に要した経費などでございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級の

運営経費でございます。 

 目６建設事業費は、第三・第四中学校校

舎に係る耐震補強等工事に要した経費な

どでございます。 

 同ページから１９４ページ、項４幼稚園

費、目１幼稚園管理費は、幼稚園３園の施

設維持管理などに係る修繕料、保守点検費

などでございます。 

 １９８ページから２００ページ、項５社

会教育費、目３青少年対策費は、学童保育

室運営に係る指導員の賃金、放課後子ども

教室運営委託料などでございます。 

 以上、教育総務部が所管いたしておりま

す平成２６年度一般会計歳入歳出決算内

容の補足説明とさせていただきます。 

○安藤薫委員長 前馬次世代育成部長。 

○前馬次世代育成部長 おはようござい

ます。 

 それでは、平成２６年度摂津市一般会計

歳入歳出決算のうち、次世代育成部が所管

しております事項につきまして、決算書に

従いその主なものについて補足説明を申

し上げます。 

 まず、歳入でございますが、決算書の３

０ページをお開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金、節２児童福祉費負担金

は、認可保育所に係る保育料でございます。 

 款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目２民生使用料、節１児童福祉施設使用料

は、市内保育所敷地内の関西電力電柱及び

支線の用地占用料及び子育て総合支援セ

ンター遊戯室使用料でございます。 

 ３２ページ、目６教育使用料、節４幼稚

園保育料は、市立幼稚園の入園金及び保育

料でございます。 

 ３６ページ、款１４国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金、節２児

童福祉費負担金は、民間保育所等の運営に

対する負担金でございます。 

 ３８ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金、節２児童福祉費補助金は、

認可外保育所から認可保育所への移行支

援、民間保育所等に勤務する保育士の処遇

改善等に対する保育緊急確保事業費補助

金でございます。 

 ４０ページ、目６教育費国庫補助金、節

３幼稚園就園奨励費補助金は、市内幼稚園

在園児の保護者に対する補助金でござい

ます。 

 ４２ページ、款１５府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金、節２児童福祉

費負担金は、民間保育所等の運営に対する

負担金でございます。 

 ４４ページ、項２府補助金、目２民生費

府補助金、節１社会福祉費補助金は、市町

村が地域の実情に沿って地域福祉及び子

育て支援事業に取り組む事業に対する地

域福祉・子育て支援交付金、節４児童福祉

費補助金は、休日保育・延長保育等の保育



- 5 - 

 

所運営に対する保育所運営費補助金、学校

部活動振興相談員配置等に対する地域福

祉・子育て支援交付金、民間保育所の開設、

改修等に対する大阪府安心こども基金特

別対策事業費補助金、地域児童福祉事業等

調査に係る調査表作成事務に対する庁費

交付金、認可外保育所から認可保育所への

移行支援、民間保育所等に勤務する保育士

の処遇改善等に対する保育緊急確保事業

費補助金でございます。 

 ４６ページ、節１１権限移譲交付金は、

認可外保育施設に関する事務に対する交

付金でございます。 

 ４８ページ、目８教育費府補助金、節２

スクールガード・リーダー配置事業補助金

は、小学校の通学路の安全指導を行うスク

ールガード・リーダー配置に対する補助金、

節５スクール・エンパワーメント推進事業

費補助金は、学力向上のための学習サポー

ター派遣に対する補助金でございます。 

 ５０ページ、項３委託金、目３教育費委

託金、節１教育費委託金は、中学校区で取

り組む道徳の授業研究や公開講座のため

の豊かな人間性をはぐくむ取組み推進事

業委託金でございます。 

 ６２ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入、節１雑収入は、保育所職員給食

費負担金、保育所に係る児童主食費負担金、

べふこども園に係る幼稚園給食等負担金、

市立幼稚園預り保育利用料等でございま

す。 

 続きまして、歳出でございます。 

 決算書の１１６ページをお開きくださ

い。 

 １１６ページからの、款３民生費、項２

児童福祉費、目１児童福祉総務費の主なも

のは、子ども・子育て会議及び保育料審議

会委員報酬、子ども・子育て支援事業計画

策定委託料、簡易保育所補助金、病後児保

育事業補助金、民間保育所施設整備等に対

する児童福祉施設整備費補助金、民間保育

所等に対する運営費補助金及び負担金な

どでございます。 

 １２２ページからの目３児童福祉施設

費の主なものは、市立保育所の施設管理運

営に係る経費、子育て総合支援センター遊

戯室耐震等工事に係る経費などでござい

ます。 

 １７４ページからの款９教育費、項１教

育総務費、目２事務局費は、障害児介助員

や障害児等支援員の賃金などでございま

す。 

 １７８ページからの目３教育センター

費の主なものは、不登校や教育相談に対応

する教育指導嘱託員及びいじめ問題対策

委員会委員報酬、不登校傾向にある児童生

徒への支援を行うさわやかフレンドの報

償費、教育センターの維持管理に伴う光熱

水費や委託料などでございます。 

 １８０ページからの目４教育指導費の

主なものは、経験の浅い教職員の巡回指導

を行う学校教育相談員に対する教育指導

嘱託員報酬、小・中学校に配置いたしてお

ります学級補助員や学校読書活動推進サ

ポーター、家庭教育相談員の賃金、学習サ

ポーターやスクールソーシャルワーカー、

学力向上支援員、外国語活動支援員の報償

費、国際理解教育のための小・中学校の英

語指導助手派遣、小学校２年生を対象に実

施しておりましたシュアスタート確認調

査、特別支援教育推進のための巡回相談や

教育研修の委託料、研究学校園及び教育関

係団体等への補助金などでございます。 

 １８２ページ、目５教育推進費の主なも

のは、中国帰国子女等への日本語指導や土

曜つながり推進事業における指導員の配
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置に要する報償費などでございます。 

 目６人権教育指導費の主なものは、人権

教育研究会への負担金などでございます。 

 同ページからの項２小学校費、目１学校

管理費及び１８８ページからの項３中学

校費、目１学校管理費は、小・中学校のパ

ソコン附属部品及び教育用ソフト購入に

要する消耗品費、コンピューター教室に設

置いたしておりますパソコン等の修繕料

などでございます。 

 １９２ページからの項４幼稚園費、目１

幼稚園管理費は、市立幼稚園及びべふこど

も園の管理運営に係る経費のほか、教材等

備品購入に係る経費、国・府幼稚園長会負

担金などでございます。 

 １９６ページの目２教育振興費は、私立

幼稚園保護者に対する就園奨励費補助金

及び園児保護者補助金、目３保健衛生費は、

市立幼稚園の園医等の報酬、園児に対する

各種健康診断等に係る報償金及び委託料、

各種負担金などでございます。 

 以上、次世代育成部が所管いたします平

成２６年度一般会計歳入歳出決算内容の

補足説明とさせていただきます。 

○安藤薫委員長 続いて、宮部生涯学習部

長。 

○宮部生涯学習部長 おはようございま

す。 

 それでは、平成２６年度摂津市一般会計

歳入歳出決算のうち、生涯学習部が所管し

ております事項につきまして、目を追って

その主なものについて補足説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書の３２ページをお開きください。 

 同ページから３４ページの款１３使用

料及び手数料、項１使用料、目６教育使用

料は、テニスコート、青少年運動広場、体

育館、スポーツ広場などの市立体育施設や

学校体育施設、公民館などの使用料で、前

年度に比べまして１１．４％の減となって

おります。これは平成２６年度より温水プ

ールが指定管理者による利用料金制へと

移行したこと及び旧味舌・旧三宅スポーツ

センターの廃止に伴うものでございます。 

 次に４０ページ、款１４国庫支出金、項

２国庫補助金、目４土木費国庫補助金の社

会資本整備総合交付金は、千里丘公民館の

耐震補強工事実施設計に係る国庫補助金

でございます。 

 次に、６２ページから６４ページの款１

９諸収入、項４雑入、目２雑入は、生涯学

習課に係るチャレンジャークラブ参加負

担金、せっつ生涯学習大学受講料、文化ス

ポーツ課に係る摂津音楽祭や美術展の審

査料、摂津ふれあいマラソンや健康体操教

室の参加料などの収入で、前年度に比べま

して８７．０％の減となっております。こ

れは先ほどご説明いたしました使用料と

同じく、温水プールが指定管理者による利

用料金制へと移行したことに伴う水泳教

室参加費の減によるものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 決算書の１９６ページをお開きくださ

い。 

 同ページから１９８ページの款９教育

費、項５社会教育費、目１社会教育総務費

は、社会教育委員報酬など社会教育の一般

的事務に係る経費でございます。 

 次に、１９８ページ、目２文化振興費は、

こども展覧会、美術展、芸能文化祭、摂津

音楽祭の運営委託料など各種文化振興事

業に係る経費でございます。 

 次に、同ページから２０２ページの目３

青少年対策費は、青少年指導員報酬、こど

もフェスティバル、成人祭などの運営に係
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る経費や、青少年関係団体への活動補助金

など青少年の健全育成に係る経費でござ

います。 

 次に、２０２ページ、目４公民教育費は、

せっつ生涯学習大学における講師報償金

や生涯学習フェスティバル、家庭教育学級

の運営委託料など社会教育関係事業に係

る経費でございます。 

 次に、同ページから２０４ページの目５

公民館費は、市立公民館の館長報酬、各公

民館に配置されている社会教育指導嘱託

員報酬、公民館講座における講師報償金な

ど公民館の管理運営に係る経費のほか、千

里丘公民館の耐震補強等工事の実施設計

に係る経費でございます。このうち修繕料

の主なものは、鳥飼東公民館ロビーへの空

調機の設置及び安威川公民館大ホール音

響設備修繕に係るものでございます。 

 次に、２０４ページ、目６文化財保護費

は、文化財保護審議会委員報酬など文化財

の調査、保存、啓発に係る経費でございま

す。 

 次に、同ページ、項６図書館費、目１図

書館総務費は、摂津市民図書館等協議会の

運営に係る経費でございます。 

 次に、同ページから２０６ページの目２

図書館管理費は、市民図書館及び鳥飼図書

センターの指定管理料、図書の購入費など

市民図書館及び鳥飼図書センターの管理

運営に係る経費のほか、鳥飼図書センター

外壁等の改修工事に係る経費でございま

す。このうち図書購入費は、１万７１７冊

の図書の購入に要した経費でございます。 

 なお、２０６ページ、備品購入費に係る

繰越明許費につきましては、平成２７年度

に実施を予定しております図書館システ

ムの更新に係る経費でございます。 

 次に、２０６ページ、項７保健体育費、

目１保健体育総務費は、スポーツ推進委員

報酬や大阪府体育連合など各種社会体育

団体に対する負担金などに係る経費でご

ざいます。 

 次に、同ページから２０８ページの目２

体育振興費は、市長杯総合スポーツ大会な

ど市主催スポーツ事業や体育協会など社

会体育団体が実施するスポーツ事業及び

地区市民体育祭実施に係る経費でござい

ます。 

 次に、２０８ページ、目３体育施設費は、

温水プール、青少年運動広場、体育館、ス

ポーツ広場等の社会体育施設の指定管理

料など体育施設の管理運営に係る経費で

ございます。このうち修繕料の主なものは、

鳥飼体育館トレーニングルームの改修及

び青少年運動広場擁壁等の改修に係るも

のでございます。 

 以上、生涯学習部が所管いたします平成

２６年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

補足説明とさせていただきます。 

○安藤薫委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 市来委員。 

○市来賢太郎委員 おはようございます。 

 それでは、質問を始めさせていただきま

すが、基本的には平成２６年度決算概要の

ページで質問をさせていただきたいと思

います。 

 まず初めに、１３６ページ、いじめ防止

対策推進事業ですが、この事業に関しては

新規ということもありますので、その概要

について教えていただきたいのと、執行率

は２６．３％と低いように思われますので、

どういったことを目的として立ち上げて、

何ができて何ができなかったのか、その結

果について教えていただきたいと思いま

す。 



- 8 - 

 

 続きまして、１３８ページ、学力定着度

調査事業ですけれども、これについても概

要について、どのような事業なのかについ

て教えていただきたいと思います。 

 続きまして、１４０ページ、学力向上支

援事業、これについても新規の事業という

ことでもありますので、概要について教え

ていただきたいと思います。 

 続きまして、１４０ページ、外国語活動

支援事業ですけれども、これについても新

規の事業ですので、どういった内容で行わ

れたものなのか教えていただきたいと思

います。 

 続きまして、１４０ページ、教育支援課

所管の教務用品支給事業ですけれども、こ

れに関しまして執行率を見てみますと３

５．９％ということですけれども、大体年

間のルーチンワークで読めるものではな

いのかなと思っているんですけれども、副

読本の購入などは書いてありましたので、

平成２６年度に関してどういった事業が

なされて、また執行率が低い原因としては

何があったのかということについてお聞

きしたいと思います。 

 続きまして、１４０ページ、土曜つなが

り推進事業ということですけれども、これ

についても何を行ったのか、具体的に教え

ていただきたいなと思います。 

 続きまして、１４２ページ、教職員人権

問題研修事業ということですけれども、こ

れについてもどういった内容の研修が行

われたのか、また、６１．８％という執行

率ですけれども、回数が減ったのか、内容

について教えていただきたいと思います。 

 続きまして、１５０ページ、就学前教育

推進事業ですけれども、これについてもど

ういった内容のこと、事業を行われている

のかと、３８．２％という低い執行率です

けれども、何を予定されて、そして何がで

きて何ができなかったのか教えていただ

きたいと思います。 

 続きまして、１５４ページ、放課後子ど

も教室推進事業ということですけれども、

この点についても事業の内容について、教

えていただきたいと思います。 

 また、１５４ページ、青少年ゆめ・感動

体験事業ですけれども、子どもが感動でき

るイベントの実施ということですけれど

も、どういったイベントを企画されて平成

２６年度は実施されたのか、概要について

教えていただきたいと思います。 

 続きまして、１５６ページです。成人祭

の開催事業ですけれども、これについては

新成人を祝福する式典と茶話会を開催と

いうことですけど、７４．２％という執行

率ですけれども、低いかどうかということ

はわかりかねますけれども、人数も読めた

上で、ある程度の参加率も毎年のことです

から読めた上で、どうなのかということが

知りたいと思って、この点について担当者

の方の意見を教えていただきたいと思い

ます。 

 続きまして、１５６ページ、せっつ生涯

学習大学事業ですけれども、これについて

も事業の概要ですね。専門知識を有するリ

ーダー、コーディネーターを養成する講座

を開催ということですけれども、どんなこ

とが行われたかということについてお伺

いしたいと思います。 

 続きまして、１６２ページ、総合型クラ

ブ支援事業ですけれども、これは新規とい

うこともありますので、概要について教え

ていただきたいと思います。 

 それと、先ほど補足説明をいただいてい

る中で、決算書の５０ページ、目３教育費

委託金の中の節１教育費委託金について、
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備考欄に豊かな人間性をはぐくむ取組み

推進事業委託金で、道徳教育についての委

託金ということでありましたので、どうい

った内容で具体的に使われているお金な

のかということについて教えていただき

たいと思います。 

 それと、前後して申しわけございません

けれども、決算書の３２ページで、教育使

用料のところで、各小学校使用料、テニス

コート使用料とかいろいろありますけれ

ども、その中で前年対比で１０％ぐらいの

減で、その原因としてプールなどが外部委

託になったということで説明いただきま

したけれども、プール使用料を抜いた金額、

実際の前年対比はどうだったのかについ

てお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 荒木学校教育課長。 

○荒木学校教育課長 おはようございま

す。 

 学校教育課に関するご質問にお答えい

たします。 

 １点目、新規のいじめ防止対策推進事業

におけるいじめ問題対策委員会は、国で定

められましたいじめ防止対策推進法に基

づいて設置された機関でございます。弁護

士、学識経験者、社会福祉士、臨床心理士、

それに本市の退職校長を加えました５名

の方を委員として委嘱させていただきま

して、摂津市でのいじめの傾向等ご協議い

ただいて、意見をいただいている委員会で

ございます。 

 いじめアンケートの取り方については、

記名、無記名等のさまざまな方法、あるい

は行う時期について、いろんなパターンで

行うようにご指摘をいただいたところで

ございます。 

 予算の執行率につきましては、いじめで

重篤な案件が起こりました際には、このい

じめ問題対策委員会が調査機関となりま

すが、平成２６年度は幸いにも重篤な事案

がございませんでしたので、この執行率と

なっております。 

 続きまして、学力定着度調査でございま

すが、これは摂津市シュアスタート確認調

査と申しまして、小学校２年生の年度初め

に学力調査を行いました。業者委託をして

おりますので、悉皆とは違いますけれども、

全国規模のデータとの比較等行えるとい

うことでございました。このシュアスター

ト確認調査におきましては、今年度よりそ

のシステムを変えまして、２年生から６年

生で１２月に調査を行うこととしており

ますので、４月に行う調査は昨年度までと

いうことになっております。 

 学力向上支援事業でございますけれど

も、これは中学校に教員免許を持ったサポ

ーターを派遣する事業です。各校１名から

２名を派遣しており、学校によってばらつ

きがありますけれども週１日程度、授業中

に、なかなか集中できない生徒への学習支

援でございますとか、あるいは落ちつきの

ない生徒を、教室外で少し落ちつかせて学

習指導を行ったりする活動を行っている

事業でございます。 

 続きましては、外国語活動支援事業です

けれども、小学校の５・６年生で、週１時

間外国語活動の時間を行っておりますけ

れども、外国語に堪能な日本人の支援員が

一つの学校に年間１０回相当で全校回り

まして、教員とともに授業を支援しアドバ

イスを行っている事業でございます。 

 続いて、教職員人権問題研修事業につき

ましては、昨年度は、市教委主催で４回研

修を行っております。主には、他市の専門
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の講師をお招きしまして、ユニバーサルデ

ザインを取り入れた授業づくりについて

行ったり、それから大阪府教育委員会がつ

くっております人権の教材についての研

修ですとか、あるいは大阪府の教育センタ

ーより指導主事をお招きしまして、男女平

等教育についての研修を行っております。 

 執行率がやや低くなっておりますのは、

大阪府教育委員会の職員でございますと

か、それから他市の指導主事等の場合、謝

金が発生しませんので、昨年度はこのよう

な執行率で抑えられたという現状でござ

います。 

 続いて、豊かな人間性をはぐくむ取組み

推進事業についてですが、これは中学校区

で受ける事業で、３年間かけて５中学校区

がこの指定を受けております。委託金の内

容につきましては、各学校で道徳の時間の

授業づくりについての研修の講師の謝金

でございますとか、それから中学校区とし

て道徳教育公開講座で地域の方やＰＴＡ

の方を含めた合同講演会を行っておりま

して、昨年度は第一中学校では豊能地区の

進路保障協議会事務局の方に、子どもたち

の進路をいかに考えていくかの講演を行

いました。 

 第四中学校につきましては、道徳の時間

の授業づくりについて貝塚市の小学校の

校長先生に、教職員と地域の方も含めた道

徳の模擬授業という形で行っていただき

ました。 

 第五中学校につきましては、前次世代育

成部次長の若狭が、携帯やスマホの使用方

法等の内容を含めました子どもたちの心

の育成という内容で講演を行わせていた

だきました。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 撰田教育支援課長。 

○撰田教育支援課長 教育支援課に係り

ますことにつきましてご答弁申し上げま

す。 

 決算概要の１４０ページ、教務用品支給

事業についてでございます。この事業にお

きまして、昨年度行いました内容でござい

ますが、中学１年生の生徒全員に保健体育

の副読本を購入しております。これはスポ

ーツなどのルールが年々変わっていきま

すので、それに対応するための副読本とい

うことで、毎年中学１年生に配布している

ものでございます。また、そのほかに教員

用の教科書を購入しております。 

 執行率が低いということでございます

けれども、この事業は火災など、災害に被

災した児童生徒の教科書等、学校教育にか

かわるものに関しまして、被災の届がござ

いましたらこの事業でその対象の児童生

徒に支給するという内容ですが、昨年度、

そのような被災を受けたという児童生徒

がいませんでしたので、執行率が結果とし

て低くなったということでございます。 

 ２点目の、同じく１４０ページの土曜つ

ながり推進事業についてでございます。こ

の土曜つながり推進事業では、市内の小・

中学校の支援学級に在籍している児童生

徒、また支援学校に通学しております児童

生徒及びその卒業生が対象となっており

ます事業でございます。支援員の指導のも

と、地域において子どもや保護者が交流す

る場ということで設定をしております。主

な内容としましては、児童、子どもの状況

に応じまして工作やミニ運動会などを計

画いたしまして、その活動を通じて交流を

するという事業となっております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林次世代育成部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課
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にかかわりますご質問に答弁申し上げま

す。 

 １５０ページの就学前教育推進事業で

ございます。まず、この事業の中身でござ

いますけれども、教育委員会では就学前教

育の充実に向けまして、また小学校との円

滑な接続といった目的もありまして、平成

２３年度に就学前教育実践の手引きを策

定いたしました。 

 手引きの策定に当たりましては、公立の

保育所、幼稚園、小学校の先生方において

組織する就学前教育推進検討委員会と、あ

とさまざまな立場の方からご意見をいた

だくために、公立だけではなく私立の保育

所、幼稚園の先生方、また小学校の先生、

子育て支援にかかわっている団体の代表

者の方、学識経験者の方等で組織をいたし

ます就学前教育実践懇談会を開催する中

で、取り組んだところでございます。 

 手引きの活用につきましては、それぞれ

の保育所、幼稚園、小学校等で取り組みを

進めております。また、市のほうでも全体

の公私立保育所の保育士さん、幼稚園の幼

稚園教諭を対象とした研修会等、またグル

ープワーク等も開催する中で、公私立の区

別なく、また保育所、幼稚園と小学校との

つながりを強化するといった目的で、さま

ざまな取り組みを行っているところでご

ざいます。 

 平成２６年度につきましても、そういっ

た研修会等を一度開催し、その取り組み内

容等につきましても、就学前教育実践懇談

会の委員さんに集まっていただいてご説

明等をする場を２回程度予定しておりま

したが、内容的に取りまとめの時期、タイ

ミング等が合わなく、開催回数が１回とな

り執行率が少なくなっております。 

 今後も私ども摂津市というのは小さな

まちでもありますし、公私立の区別なく関

係が、つながりが強い市でございますので、

そういった強みを生かして就学前教育の

充実と小学校への円滑な接続を図る取り

組みを進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下子育て支援課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、１５４

ページ、放課後子ども教室推進事業につい

てご説明申し上げます。 

 本事業につきましては、安全・安心な子

どもの居場所づくりを目的として、地域の

方に指導員として参加をしていただき、毎

週水曜日に小学校の体育館をお借りして、

１年生から６年生までの児童を対象にし

て実施をしております。わくわく広場とい

う名称で各小学校にて開催をしておりま

す。 

 平成１６年度から一部の学校で、そして

平成１８年度から全小学校で開催をして

きており、平成２６年度につきましては、

計１０校で延べ２４２日、参加児童数は年

間で延べ１万２，７３７人となっており、

１校当たり、１日当たりの平均参加児童数

は５２．６人となっております。 

 指導員の方々は、地域の方にご参加をい

ただいており、そのご協力をもとに実施し

ております事業でございまして、その代表

の方々に集まっていただき、リーダー会議

というのを年間開催してきて、意見交換等

をしている状況でございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 柳瀬生涯学習課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、概要１５

４ページ、青少年ゆめ・感動体験事業につ

きまして、その概要をご説明させていただ

きます。 

 青少年ゆめ・感動体験事業につきまして
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は、文化芸術、スポーツ等の分野の第一線

で活躍する著名人をお迎えし、これまで努

力してきたことなどの活動を通してのさ

まざまな体験、経験、感動を子どもたちに

直接伝えていただくということを目標と

し事業を実施してまいりました。こちらは

平成２３年度大阪府地域福祉・子育て支援

交付金「子育て支援分野特別枠」、この交

付金を利用いたしまして、平成２３年度か

ら平成２６年度までの交付期間中、１０分

の１０補助で事業を実施してまいりまし

た。 

 過去におきましては、北京五輪銅メダリ

ストの朝原選手、また DA PUMP のＫＥ

ＮＺＯ氏、また山崎直子元宇宙飛行士をお

呼びし、講演などを実施させていただいて

おります。 

 ただ、この事業の予算が毎年度減額され

ており、平成２６年度につきましては検討

した結果、著名人をお呼びするだけの予算

枠が確保できなかったということで、最終

年度につきましては、子どもに職業体験を

していただくことでその職業をする喜び

などを感じていただき、その職業をするこ

とで夢を実現した人たちからの講話を聞

くことなどにより、人生に対する目的意識

の醸成や夢の実現に向けての方策を提供

することを目的として、職業体験ワークシ

ョップを実施させていただきました。 

 こちらは一般財団法人大阪市教育振興

公社というところがございまして、そちら

と共同して事業を行わせていただきまし

た。 

 内容といたしましては、例えばフラワー

アレンジメント講座でありましたり、また

製紙会社、段ボールをつくる会社の方にお

越しいただきまして、実際の段ボール工作

や、また伝統細工のすげ細工などの体験を

していただきまして、職業につくことの喜

びや夢などを持っていただくというイベ

ントを開催させていただいております。 

 こちらは参加者小学校１年生から６年

生まで８８名の方にご参加いただきまし

て、好評のうちに開催させていただくこと

ができました。 

 続きまして、１５６ページ、成人祭の執

行率につきましてご答弁させていただき

ます。 

 成人祭につきましては、ほぼ毎年度、同

様の内容で実施させていただいておりま

すが、平成２６年度につきましては、まず

コンピューターシステムの変更に伴いま

して案内はがきの印刷形状が、従来連続帳

票形式での印刷であったものが、はがきに

直接印刷可能なシステムに変更になりま

したため、裁断であったり、はがきの印刷

の経費が減少しましたことによりまして、

印刷製本費が低減しております。 

 また、従来青春フリータイムの会場に獅

子舞というものを設置しておったのです

が、獅子舞のレンタル費用が必要であり、

検討した結果、獅子舞については設置しな

いということになり、器具の借上料が低減

した結果、執行率が低減したものとなって

おります。 

 続きまして、１５６ページ、せっつ生涯

学習大学の概要につきましてご答弁させ

ていただきます。 

 せっつ生涯学習大学は、全ての市民が生

涯を通じ、いつでもどこでも誰でもが自由

に学習することができる生涯学習を推進

し、多くの市民が活動できる学習環境の整

備や、高い水準の学習機会の提供を図るこ

とを目的としています。更には、せっつ生

涯学習大学で学ばれた方が次のステップ

ということでせっつ生涯学習大学院を開
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催し、学習環境の提供を図っているもので

ございます。 

 また、単に学んでいただくだけではなく、

その学んだ成果を自己完結するのではな

く、摂津市のまちづくりに生かしていただ

くため、大学院卒業の方につきましては、

地域での活動を積極的に行っていただい

ております。 

その一例といたしましては、大学院卒業

生を中心とした摂津市まちづくり研究室

という自主的組織が、淀川わいわいガヤガ

ヤ祭などのさまざまな活動、地域活動に貢

献していただけるということで、これらを

我々生涯学習循環型学習社会の実現と申

しておりますが、そういった形で学んだ成

果を地域のまちづくりに生かし、またそこ

で新たな学びが発生するというような形

の事業となっております。 

 平成２６年度におきましては、せっつ生

涯学習大学１４名の方に受講いただきま

した。またそのうち１０名の方が大学院に

進学いただき、また先ほど申し上げました

まちづくり研究室にはそのうち８名の方

が入会いただいて、さまざまな生涯学習活

動にご貢献いただいているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 辻文化スポーツ課長。 

○辻文化スポーツ課長 それでは、決算概

要１６２ページ、総合型クラブ支援事業の

ご質問に対してご答弁申し上げます。 

 まず、なぜ、総合型地域スポーツクラブ

を支援するかという趣旨についてでござ

いますが、平成１２年になりますが、当時

の文部省がスポーツ振興基本計画を策定

されまして、そこでは成人の５０％以上が

週１日以上、何らかのスポーツを行う社会

を目指しまして、平成２２年までに各市町

村に少なくともひとつは、総合型地域スポ

ーツクラブを育成することが掲げられま

した。 

 その後、そういった国の方針を踏まえ、

平成２１年、本市の呼びかけにより総合型

地域スポーツクラブ設立準備委員会が設

立されまして、平成２４年の１月に総合型

地域スポーツクラブが本市に１団体設立

された経緯がございます。 

 その後、同年１１月にはＮＰＯ法人の認

証を受けられ、平成２５年１１月に名称を

変更し、現在のせっつブルーウィングスに

至っております。 

 将来的には、せっつブルーウィングスに

クラブの持続性を主体的に確保していた

だく必要がありますが、今はその運営が軌

道に乗りますよう、市が積極的に支援して

いく必要があるものでございます。 

 予算といたしまして、総合型クラブ支援

事業でございますが、その支援の一環とい

たしまして、旧味舌スポーツセンターで管

理委託をしていただきながら、さまざまな

独自事業を展開されているところでござ

います。 

 続きまして、教育使用料の対前年度比の

お話でございます。これは比較がしやすい

ように生涯学習部関連の予算で比較をさ

せていただきますが、温水プール、それか

ら旧味舌スポーツセンターの使用料を除

いた分の対前年度比として、７．８９％の

増となっております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 市来委員。 

○市来賢太郎委員 ご答弁をいただきま

してありがとうございます。 

 いじめ防止対策推進事業についてです

けれども、法に基づいて設置されたという

ことで、スタートの際には執行率が低くて
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も仕方がないのかなと思います。重篤な案

件はなく、このような執行率になったとい

うご説明をいただきまして、納得いたしま

しました。 

 参考までに、平成２６年度に新規で始め

られて、それで今どういう形でそのままつ

ながっているのかというのも教えていた

だけたらと思います。 

 続きまして、１３８ページの学力定着度

調査事業ですけれども、２年生の学力調査

についてされている事業ということはわ

かりましたので、これはもう答弁は結構で

す。 

 続きまして、１４０ページの学力向上支

援事業、新規でどういったことをされたの

かという質問をしたところ、ご答弁いただ

きました。中学校に教員免許を持った方を

補助的に派遣されているということです

けれども、平成２６年度に初めて２３７万

４，０００円という予算がついて、ある程

度効果があったとお聞きしておりますけ

れども、具体的に実際現場の中でどのよう

な活動をされて、効果があったということ

であれば、予算がもう少し多かった方がよ

かったのか、これで十分であったのかとい

うことも教えていただきたいと思います。

また、具体的な今後の展望についても教え

ていただきたいと思います。 

 続きまして、１４０ページの外国語活動

支援事業ですけれども、学校で１０時間程

度、外国語のできる日本人の方を派遣して

いただいているということなんですけれ

ども、外国語を小さなころから勉強される

ということについては、私は非常にいいこ

とだとは思うのですが、余りにも時間的に

少ないのかなと思います。外国語に触れる

だけで具体的な効果について求めないと

いうのであれば、それでもいいのかもしれ

ないのですけれども、新規の事業ですし、

この平成２６年度に何か具体的な効果が

あったのか、手応えがあったのか、それと

反省点等、次に生かせることがあったので

あれば教えていただきたいと思います。 

 続きまして、１４０ページ、教務用品支

給事業ついて、ご答弁いただきましてわか

りました。 

 続きまして、１４０ページの土曜つなが

り推進事業ですけれども、支援学級や支援

学校及びその卒業生らの工作だとかミニ

運動会をされて、交流を図っていらっしゃ

るということでご答弁いただきましたけ

れども、それについてはいいことだと思い

ますので、今後もこの内容で続けていって

いただきたいなと思いますけれども、その

当事者の方だとか、また保護者の方の声が

あったら、また今後、こういうふうに新し

くやっていこうかというアイデア等があ

ったら、補足的に教えていただきたいと思

います。 

 それと、続きまして１４２ページの教職

員人権問題研修事業ですけれども、ご答弁

いただきまして内容についてわかりまし

たので、この点については結構です。 

 続きまして、１５０ページの就学前教育

推進事業ですけれども、先ほどの２年生の

学力定着度調査事業にもかかわるのかな

と思いますけれども、私は一般質問でも何

度も北摂７市３町あるうちの最下位は嫌

だということを言っていまして、少しずつ

でも学力学習状況調査の結果だとか、チャ

レンジテストだとかを上げてほしいと言

ってるんですけれども、それを突き詰めて

話を聞いてみたところ、２年生の学力調査

と他市の比較をしたところ、その差が埋め

られないということも聞いたことがある

んです。その差を埋めようと思ったら、就
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学前の教育推進事業というのは非常に重

要で、家庭でどういった環境で小学校へあ

がるまでに勉強をさせるとか、少しでも机

についてもらって、それでその習慣をつけ

るというような環境をつくっていくのも

必要ではないかと、私は思っています。 

その中で手引きをつくって子育て支援

などのイベントを開催していただいて、平

成２６年度に関しては回数が１回減った

ということでしたが、この事業は重要であ

るので、これからもう少し力を入れていた

だきたいという気持ちも含めて、今後の展

望などについて教えていただきたいと思

います。 

 続きまして、１５４ページの放課後子ど

も教室推進事業ですけれども、体育館を使

って地域の指導員さんと一緒に放課後時

間に勉強等をされているということです

けれども、もう少し具体的に、どういった

内容のことをされているのかを教えてい

ただきたいと思います。日数だとか、参加

人数については、今お伺いしたので、内容

についてお伺いしたいと思います。 

 続きまして、１５４ページの青少年ゆ

め・感動体験事業ですけれども、年々、予

算が減少していく中で、今までは講演を依

頼されていたというところを、平成２６年

度は講演依頼の予算がなかったので職業

体験をしたということだったんですけれ

ども、職業体験プログラムというのは情操

教育といいますか、悪くはないと理解して

いるんですけれども、中学２年生でのプロ

グラムもありますし、今、一般的にいうと

キッザニアとかほかのところもあるので、

無理にされたとは言いませんけれども、今

後はどうされるのか、もう一度見直しても

いいのではないかと思ってしまったので、

もう一度、今後の展望について教えていた

だきたいと思います。 

 続きまして、成人祭の開催事業について

なんですけれども、執行率が低かった理由

についてお聞きしましたが、獅子舞につい

ては申しわけないと思うんですけれども、

内容についてはわかりましたので、これ以

上のご答弁は結構です。ありがとうござい

ました。 

 続きまして、１５６ページ、せっつ生涯

学習大学事業ですけれども、摂津市まちづ

くりの研究室ということで、大学から大学

院、そしていろんな活動をされている中で

地域にご貢献されているということをご

答弁いただきましてわかりました。その中

で、わいわいガヤガヤ祭なども、卒業され

た方々で主催し、やっていただけてるんだ

ということを改めてわかったので、この点

についてはすばらしいと思います。この１

４名の大学生が１０名大学院に行かれて、

その次に行かれたのは８名だということ

だったんですけれども、今後は、全員が行

ってくれるように希望を持って続けてい

ただきたいと思います。 

 続きまして、１６２ページの総合型クラ

ブ支援事業ですけれども、この点について

も、せっつブルーウィングスの活動という

ことでわかりました。旧味舌スポーツセン

ターの管理もお願いしているということ

で理解いたしましたので、以上のご答弁で

結構です。 

 最後に、決算書の３２ページの使用料と

いうことで、プールとスポーツセンターを

抜いた７．８％の増だということでご答弁

いただきました。せっかくある市の施設で

すので、多くの方に利用していただいて、

それで使用料も入ってきたら市民の方々

も利用しやすいまちということになりま

すし、摂津市に関しても税以外の収入が増
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えるということで、ウイン・ウインの関係

になるかと思いますので、努力してみんな

に使っていただけるような施設にしてい

ただきたいと思います。この点も要望で終

わらせたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 市来委員、豊かな人間性

をはぐくむ取組み推進事業委託金につい

ては、よかったでしょうか。 

○市来賢太郎委員 失礼いたしました。 

 決算書の５１ページの豊かな人間性を

はぐくむ取組み推進事業委託金というこ

とですが、この点もご答弁いただきまして

理解できましたので、わかりました。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 荒木学校教育課長。 

○荒木学校教育課長 ２回目のご質問に

お答えいたします。 

 いじめ問題対策委員会の事業ですけれ

ども、これは先ほど申しましたように、重

篤な案件が起こったときの調査機関です

が、昨年度は重篤な案件がございませんで

した。定期的には年２回の開催となります

ので、昨年度は２回開催いたしまして、摂

津市のいじめの概況、それからさまざまな

知見をいただいたということでございま

す。 

 昨年度は、先ほど申し上げましたように

摂津市ではいじめアンケートによる発見

は１件もありませんでした。ただ、府で見

ますと、例えば教職員が発見した数よりも

アンケートにより発覚した数のほうが多

い現状もございますので、どのようなアン

ケートのとり方が効果的か、その他につい

てもいろいろ意見をいただきましたとこ

ろでございます。 

 教育委員会といたしましても、今年度は

学校の調査とはまた別に、統一した形のい

じめアンケート等も行うことを検討して

おります。 

 それから、この委員会につきましては、

今年度も２回開催を予定していたのです

が、第１回の７月開催日に台風の警報が出

ましたので順延となり、今年度の第１回は

１０月の末に開催することとなりました。 

 続きまして、学力向上支援員について 

は、中学校において、生徒がなかなか授業

に集中できないような状況や、落ちつかな

い状況であったり、また学力には生徒によ

って定着度の差もございますので、さまざ

まな形で生徒をサポートする人間が多い

ということは、学力の向上にも資するもの

と考えております。   

この学力向上支援員のほかにも、昨年度

から、大阪府より２分の１の補助金のもと

スクール・エンパワーメント支援員を派遣

しています。この事業は教員免許の有無を

条件としておらず、現状は学生等が中心と

なっております。それから、市教委といた

しましても、学生中心ではございますけれ

ども学習サポーターを各小・中学校に派遣

しております。そのほかには、小学１年生

等学級補助員、読書サポーター、家庭教育

相談員等により、学校を支援してもらって

いるところでございます。ただし、今後、

各学校の課題に応じた活用を考えていき、

保護者の方が、学校にどのようにかかわっ

ていただけるかとか、そのようなことを含

めまして、教員とスクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー等で一体と

なって、チーム学校と言いますか、どう学

校を支援できるか、学力向上に力を発揮す

ることができるかを今後考えてまいりた

いと思っております。 

 学力向上支援員の課題は、教員免許を持

った方が条件で、多くの回数を派遣できる
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人材は見つけにくい状況で、そのあたりが

少し課題かなと思います。それも含めて、

学校の支援をするさまざまな人材につい

て、考え直してみたいと思っております。 

 続きまして、外国語活動支援員につきま

して、先ほど、昨年の実績は１０回と申し

上げましたが、年間を通じて、各学校に６

回から７回の派遣ですので、修正させてい

ただきます。申しわけございません。 

 小学校におきましては、英語という教科

はございませんので、教員免許をとるとき

にもその学習をしておりませんし、外国語

活動の授業についても、指導力上で課題も

ございます。将来的には、５、６年生は英

語が教科となるという方向性もございま

す。小学校の教員が、英語及び外国語活動

について、いかに指導力を高めるかという

のが課題になっております。ですから、こ

の外国語活動支援員が小学校を回ること

で、小学校教員の英語力の向上に有効な助

言をいただいており、授業力を高めること

ができております。 

 今年度については、この外国語活動支援

員派遣とともに、学校教育課の担当指導主

事も全小学校を回って、校内研修を行って

おり、小学校教員の外国語の指導力の向上

に努めているところでございます。 

 申し訳ございません。人権研修のところ

でも、先ほど４回の研修と申し上げました

が、事務報告にもございますように、この

４回の人権研修とともに２回の日本語指

導担当者研修も行っており、合計６回とさ

せていただきます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 撰田教育支援課長。 

○撰田教育支援課長 土曜つながり推進

事業に関するご質問にご答弁申し上げま

す。 

 参加者の感想及び声ということのご質

問であったかと思いますが、先ほど申しま

したように、児童生徒は一緒にダンスをし

たり、歌を歌ったり、いろんな工作をする

ことで、できたとか、やれたという喜びを

実感しており、児童生徒から、「楽しかっ

た」「できてよかった」という声を聞いて

おります。 

 保護者からは、「地域で孤立しないよう

に、その活動の場を通じて、保護者同士の

いろいろな話を通じて交流できることが

非常に心強い」という声をいただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 就学前教育推

進事業につきましてご答弁申し上げます。 

 就学前教育で培われました子どもの育

ちは、委員がおっしゃいますように、小学

校、それ以降の生活や教育の基礎となるも

のだと思います。今後も、就学前教育と小

学校教育がつながり、子どもたちの生活や

発達の連続性を踏まえて、子ども同士であ

ったり、教職員同士がさらに交流を深めて、

子どもの姿を共有するということが大切

だと思いますし、そのような取り組みを進

めていかなければならないと考えており

ます。 

 今後の展望につきましては、今年度の取

り組みをご紹介させていただきますと、７

月には、公私立保育所に勤務しています保

育士を対象としまして、小学校の先生を講

師に、小学校に入るまでに身につけてもら

いたい力を小学校現場から見た場合につ

いて、小学校の先生の立場で保育士に対し

研修を行っていただいたところでござい

ます。 

 また、現在、公立保育所、幼稚園を中心
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として取りまとめておりますけれども、小

学校とさまざまな連携した取り組みを実

施しております。先生同士であったり、子

ども同士の交流を図っております。今、そ

れぞれがお互いに手を取り合って、就学前

と小学校がよりよく連携できるように、就

学前教育推進検討委員会の中で、取りまと

めを進めているところでございます。 

 また、１１月には他市で小学校の校長先

生を経験されておられて、現在、市内で幼

稚園にかかわっておられる方を講師とし

てお迎えし、公私立の保育所、幼稚園、ま

た小学校の先生方等を対象とした講演会

も予定しているところでございます。 

 就学前教育実践懇談会には、さまざまな

立場の方に入っていただいておりますの

で、ご意見をいただく中でどのような推進

の仕方がいいのか、また、委員がおっしゃ

ったように、子どもさんの育ちといいます

か、家庭の役割も大切だと思います。家庭

へのアプローチの仕方をどのような形で

すればいいのか、ご意見をいただく中で、

充実に向けて取り組みを進めていきたい

と考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下子育て支援課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、１５４

ページ、放課後子ども教室推進事業につい

て、再度ご答弁申し上げます。 

 本事業につきましては、子どもの居場所

づくりということで、学習を中心としたも

のではなく、主に自由遊びを中心とした活

動となっております。以前、平成２１、２

２年度につきましては、しゅくだい広場も

合わせた内容を本事業で実施しておりま

したけれども、現在はその事業を分けまし

て、自由遊びを中心としたものとさせても

らっております。 

 遊びの内容としましては、運動系のバド

ミントンや大縄跳び、風船バレーボール、

卓球など、文化系では工作や折り紙、こま

回しやけん玉といった取り組み、また季節

の取り組みとして、七夕飾りづくりやハロ

ウイン、クリスマスなどにちなんだ活動な

どを実施しているところもございます。 

 なお、子どもの自主的な活動の一環とい

たしまして、学校の宿題をしておられる子

どもさんたちもおられるという状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 柳瀬生涯学習課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、青少年ゆ

め・感動体験事業につきまして、今後の展

望につきましてご答弁をさせていただき

ます。 

 今回実施させていただきました春休み

しごとまなび体験講座は、初めての試みと

いうことで、試行錯誤の上、さまざまな企

画をさせていただきました。その内容は、

民間企業の職業体験施設や、また中学校の

職業体験授業などとは違う形でプラスア

ルファできるものはないかということで、

一つ目は、子どもが、まず自分の夢が何な

のかということをみずから考えていただ

く、夢、将来なりたいもの、そういったも

ののワークショップというものをさせて

いただきました。二つ目は、お金の流通の

仕組みについてです。小学生対象に経済に

ついて教えても、なかなか理解が難しいか

と思いましたので、楽しく学べるようにカ

ードゲームを使いまして、グループの中で、

自然とお金の仕組みがわかるような講座

というものも含ませていただきました。し

たがいまして、単なる職業体験ではなく、

仕事全般について学べるような講座を企

画させていただきました。 



- 19 - 

 

 今後につきましては、この講座の最後に、

参加者の子どもさんからアンケートをと

らせていただきましたが、アンケート回答

者のうち、９３％が「とてもよかった。」

もしくは、「よかった。」という非常に好意

的なご回答をいただいております。したが

いまして、一定成果があったと考えており

ます。 

 本事業につきましては、今年度で一旦終

息とさせていただきますが、今回のこの結

果を受けまして、今後につきましては、可

能であれば、ぜひ続けていきたいと考えて

おります。交付金、もしくは市単費でする

かどうかにつきましても、併せて今後検討

させていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 市来委員。 

○市来賢太郎委員 ご答弁いただきまし

てありがとうございます。 

 いじめ防止対策推進事業ですけれども、

２回開催されているということで、内容に

ついてわかりました。 

 いじめというのは、非常に学校現場の中

でも発見するのが難しかったり、いじめら

れている側、いじめている側、双方にとっ

て、取り方によって、いじめであったり、

遊びだったりの線引きが難しかったりす

るので、その点についても物すごくセンシ

ティブな問題だと思います。繊細なところ

で難しいかとは思いますけれども、もし、

いじめで悩んで、不登校になってしまった

場合、その子にとっての１年なり、２年な

りというのは、人生にとって大きな時間を

失ってしまうことになりますので、未然に

防止していただくような事業につながっ

ていくように、今後も検討していただいて、

実際に現場に反映していただけるように

お願いいたします。これは要望として終わ

らせていただきます。 

 続きまして、１４０ページの学力向上支

援事業ですけれども、学校で授業に集中で

きない子どもさんたちが多いということ

で、先般の一般質問の中でも、実際に学校

現場に行ってみると、物すごい声を荒げる

子どもさんがいたというような一般質問

がありましたけれども、そういったことで

授業を妨害されることがないようにとい

うことも含めての学力向上支援員事業と

思います。けれども、本来ならば、学校の

先生が授業に集中できる現場であれば、こ

ういう事業も必要がないのかなとも思っ

たりもします。でも、今、現場がそういっ

た状況にあるのであれば、今後もこの支援

事業について進めていただいて、学校の先

生が、できるだけ授業に集中して、ほかの

煩雑なことがないように、子どもの学力の

向上に重きを置いて授業に取り組んでい

ただけるように、この事業について進捗し

ていただきたいと思います。 

 この事業をされている支援員さんとい

うのは、今、学校に置かれている問題の集

約というようなところも生で見るような

ことになると思います。学校の先生は、３

０、４０人の子どもたちを見ていますけれ

ども、支援員さんたちは、支援が必要な子

どもたちについて見ているので、一番かか

わるのはこの支援員さんだと思うんです。

支援員さんたちの声を聞いて、今何が問題

なのか、今後どういった活動をしていくと、

授業に集中できない子どもがいなくなる

クラスになるか等、支援員さんたちの声を

聞いてほしいと思いますので要望とさせ

ていただきます。 

 続きまして、１４０ページの外国語活動

支援事業ですけれども、外国語を６回、７

回派遣して教えていただいて、基本的には
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英語だと思いますけれども、していただい

ているということがわかりました。 

 それで、学校の先生にとっても、いい刺

激になって、相乗効果があるということだ

ったので、今後も続けていっていただきた

いと思います。 

 ただ、私の思いとしては、６回、７回で、

どれほど英語が使えるようになるかとい

ったら、使えるようにはならないと思いま

す。今、我々世代でも、中学校３年間、高

校３年間、合計６年間、英語を勉強しても、

海外で挨拶さえ言えない人がほとんどの

中で、この６回、７回で子どもたちがどれ

だけ英語ができるようになるかっていっ

たら、少し疑問です。何に重きを置いてほ

しいかと言ったら、この日本という社会の

中で常識であるようなことが、一つ海を越

えて海外に行ったら、また別の人たちがい

て、それで、もしかしたら、どんだけ話し

合ってもわかり合えないような人がいる

んだよっていうようなことも、少し理解し

てほしいなと思います。また、食べ物や住

居などの異文化について、触れ合うような

ことを、英語や、その他の外国語を使って

していただけたら、子どもたちにとっても

次のステップで、中学校から英語が始まる

ということで、すんなりと入っていけるん

じゃないかなと思います。この点について

も、要望とさせていただきます。 

 続きまして、１４０ページの土曜つなが

り推進事業ですけれども、ご答弁いただき

まして、生徒児童たちが、できたとか、や

れたという実感を持って、それで次への活

力にしてもらっており、また、保護者の方

については、交流できることでよいという

ご答弁いただきました。基本的には、似た

ような悩みを持った親御さんたちが集ま

る機会になると思うんです。その中で、回

数を重ねて、また会いましょうとなって、

最近どうですかというような、お友達のよ

うな関係になっていただけたら、１人で悩

むこともなく、いろんなしゃべる機会にな

ったりだとか、しゃべることでストレス発

散になったりだとか、悩みが改善できたり

だとかの場にもなっているのかなと思い

ますので、今後もそういった場の機会の提

供につなげていっていただきたいと思い

ます。この点についても要望とさせていた

だきます。 

 続きまして、就学前教育の推進事業の内

容について、小学校の先生たちが、小学校

に入るまでに身につけてほしい力を保育

所等と連携してやっていらっしゃるとい

うことですけれども、その中で、先ほどご

答弁の中にもありましたけれども、家庭の

中でどのようなことをするかというのも

非常に重要で、アプローチもされるという

ことでしたけれども、学力・学習状況調査

の結果でも、何度もお聞きしておりますけ

れども、テレビを見る時間が多いとか、ス

マホをする時間が多いというのが、もう学

力と明らかに相関関係にあるということ

でした。 

 私には子どもがいませんけれども、姉に

子どもがいて、まだしゃべりもしないのに

スマホを使って遊びます。私の姉も、料理

をしたりするのに忙しいから、もう子ども

が足元にくっついてくるので、スマホを渡

しているんです。姉なので、そんなことし

ちゃいけないよと言いませんけれども、そ

ういったことがスマホ依存につながった

りだとか、テレビ依存につながったりだと

かするのかなと自分の家族を見ながら思

っている次第です。 

 そういったことが実際に学力に関係あ

るということがわかると、わからないでは、
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お母さんたち、お父さんたちも少し違うと

思うんです。今までは、子どもにスマホを

渡していたのが、ちょっと本を渡してみよ

うと変わってみたりするかもしれないの

で、その点について、チラシでできるのか

わかりませんけれども、こんなデータがあ

りますとか、子どもたちが小学校に上がる

までには、机について、１日１時間ぐらい

は、スマホではなくて本を読む時間をつく

りましょうというふうな啓発運動につな

げていってほしいと思いますので、その点、

要望とさせていただきたいと思います。 

 続きまして、１５４ページの放課後子ど

も教室推進事業ですけれども、居場所づく

りということで、詳しい内容を聞いて、大

体わかりました。また、居場所づくりでは、

もともとは宿題もされていたということ、

今は、基本的にはバドミントンだとか、大

縄跳びとかされているということもわか

りました。しかし、せっかく地域の指導員

さんがついてされているということなの

で、七夕、ハロウインとありましたけれど

も、けん玉、竹トンボ、何かそういった日

本古来の遊びとか、季節行事では七夕だと

かよろしいと思います。節句について教え

ていただける機会にできるのかなと思い

ますので、その点について、子どもたちが

愛国心とか、地域愛を持てるようにしてい

ただきたいと思います。これも要望として

終わらせていただきたいと思います。 

 続きまして、青少年ゆめ・体験事業です

けれども、ご答弁いただきまして、単に職

業体験をするということではなく、自分の

夢を考える時間をつくったり、またお金の

ことを学ぶこともされているということ

で、それであれば非常に有益な事業ではな

いかなと思いました。 

 私は、小学校のころは中華料理屋になり

たかったんですけれども、小学校、中学校

を経て、高校の３年生には、自分が何にな

りたいのかよくわからなくなって、勉強に

も手がつかないみたいな時期もあったか

と思います。 

 特に、男の子はそうだと思うんですけれ

ども、将来サッカー選手になると自分が決

めたら、イタリア語でも、英語でも、何で

も勉強できると思うんです。ただ、自分が

何になりたいというのがわからなければ、

今、目の前にある何にも手がつかなくなっ

たりする子もいると思うんで、自分の夢が

何なのかというのを決めるのは、非常に有

益だと思います。子どもたちが、小学校、

中学校、高校と経て、挫折と修正と繰り返

しながら成長していく中で、夢を持って勉

強できるように、今回で一旦終了ではなく、

もし続けられる機会があれば、本事業を継

続していただきたいと思います。以上、要

望とさせていただきます。 

 以上で質問終わります。 

○安藤薫委員長 他に質疑ありますでし

ょうか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 決算概要を中心に、所管ご

とにご質問させていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 まず、教委総務課でございますけれども、

決算概要の１３４ページ、安全対策事業に

ついて、小学校、幼稚園の受付員さんの事

業だと思いますけれども、現状、有償ボラ

ンティアに近い形でしていただき、大変に

ありがたいことだと思っております。以前

にも本会議で質問させていただいたんで

すけれども、この受付員さんのマニュアル

の作成、また受付員さんの更新のときの引

き継ぎについて、その後の状況をお尋ねし

たいと思います。 



- 22 - 

 

 それから、防犯ブザーについて、新入学

児童にブザーが貸与されておりますけれ

ども、それの所持状況についてお伺いした

いと思います。 

 続きまして、中学校の正門オートロック

がこのたび設置されておりますけれども、

その安全性の向上や運用上のメリット、デ

メリットについてお尋ねしたいと思いま

す。 

 続いて、１４６ページ、１４８ページの

小・中学校の耐震補強等の事業でございま

す。その設計及び工事について、順調に進

んでいるのかどうか、また工事に伴う安全

性の確保はどういうふうにされているの

か、この点についてお尋ねしたいと思いま

す。 

 次に、中学校給食導入事業でございます。

平成２６年度につきましては、予約システ

ムの導入が進められておりますけれども、

システム上及び保護者の新規登録、また発

注については問題なく進んでいるのか、お

伺いをしたいと思います。 

 続きまして、子育て支援課の内容でござ

います。 

 １３４ページ、小中学校通学区事業につ

いては、交通専従員さんが危険を伴う現場

で頑張ってくださっている内容であると

思います。これも、本会議で以前質問させ

ていただいたんですけれども、専従員さん

のマニュアルの作成及び更新時の引き継

ぎ状況についてお尋ねをいたします。 

 次に、摂津小学校の定員の件で議論が進

んでおりますけれども、この通学区域審議

会の委員さんを交えての討議になろうか

と思いますけれども、そういった場の設定

が進んでいるのかどうか、お伺いいたしま

す。 

 次に、１５４ページに、放課後子ども教

室推進事業がございます。先ほど、市来委

員もご質問されましたけれども、それらに

当たってくださる方の人員確保、毎年どの

ような方法で行われているのか、また潤沢

に進んでいるのかについてお尋ねいたし

ます。 

 次に、地域学校連携活動支援事業でござ

いますけれども、中学校区に地域教育協議

会、いわゆるすこやかネットへの活動支援

に当たると思いますけれども、子育て支援

課として、その取り組みについてお尋ねを

したいと思います。 

 続きまして、学校教育課と教育支援課に

ついてでございますけれども、まず、１３

６ページに、非常勤職員等雇用事業という

のがございます。これは、主に障害児の教

育の支援に当たる職員さんの賃金になっ

ておりますけれども、平成２５年度と比較

をいたしますと、減額となっております。

現場で必要とする人員を満たしているの

かどうかについて確認をさせていただき

たいと思います。 

 続きまして、三つの事業、一緒に質問さ

せていただきたいと思います。まずは、１

３６ページの教育相談事業について、次に

１３８ページの学校・家庭連携支援事業に

ついて、それからスクールソーシャルワー

カー等活用事業について、この三つの事業

についての役割、そして取り組み、平成２

６年度の成果等についてお尋ねをしたい

と思います。 

 続きまして、１４０ページ、学校教育相

談員配置事業は教育指導嘱託員の方のこ

とだと思いますけれども、初任者の教員の

方についていただいていると思いますけ

れども、その配置状況と成果についてお尋

ねしたいと思います。 

 次に、１４２ページに、小学校教育用コ
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ンピューター事業というのがございます

けれども、小学校のコンピューター室のパ

ソコンの現状と今後の更新の考え方につ

いてお尋ねをしたいと思います。 

 続きまして、こども教育課でございます

けれども、せっつ安全安心メールシステム、

昨年の６月から導入が開始をいたしまし

て、約１年半が経過しようとしております。

運用状況や保護者からの要望等について、

どのような内容が出ているのか、お伺いい

たしたいと思います。 

 次に、就学前教育につきまして、先ほど

もご答弁がございましたけれども、幼稚園

や保育所を卒園し小学校に入学されます

が、幼稚園や保育所の先生、小学校の担任

の先生、先生と先生のバトンリレーという

か、この連携について現状をお尋ねしたい

と思います。 

 続いて、生涯学習課でございますけれど

も、先ほどもございました青少年ゆめ・感

動体験事業でございます。毎回、子どもた

ちが楽しみにしてこられるという行事で

あると伺っております。財源については、

大阪府の補助金等の活用が平成２６年度

までと聞いておりますけれども、今後の財

源確保、また展望について、お考えを聞か

せていただきたいと思います。 

 続いて、１５６ページのこども会育成事

業でございます。本市におけるこども会の

設置状況についてお尋ねしたいと思いま

す。少子化に伴いまして、地域によっては

設置ができていないところもございます

けれども、その設置状況についてお尋ねし

ます。 

 次に、青少年指導員事業について、長年

指導に当たられた方が多く卒業されまし

て、構成員の方も変化が起きているのでは

ないかと思います。その配置状況と活動内

容について簡単にお知らせいただきたい

と思います。 

 次に、１６０ページの図書館運営事業に

ついて、今回、システム導入の委託料とい

うことで、システム改修が行われたのでは

ないかと思います。その内容についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 最後に、文化スポーツ課でございますけ

れども、文化振興費といたしまして九つの

事業がございますけれども、各種イベント

の集客状況についてお尋ねをしたいと思

います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５４分 休憩） 

（午後 ０時５８分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 答弁を求めます。 

溝口課長。 

○溝口総務課長 水谷委員からのご質問

にお答えいたします。 

 まず、一つ目ですけれども、決算概要の

１３４ページ、安全対策事業の受付員につ

いての質問でございます。 

 この事業は、平成１６年から受付員を各

小学校に配置させていただいております。

平成１３年に池田市で発生いたしました

児童殺傷事件以来、小学校での不審者の侵

入事件等が連続したということも時代背

景としてございまして、本市でも安全対策

を行うということで実施させていただい

ております。 

 その中で、受付員の方のマニュアルの作

成、辞められた際の新しい方への引き継ぎ

についてのご質問でございますけれども、

現在、受付員活動標準マニュアルというも

のを整備させていただいておりまして、そ

の中で、活動時間、活動内容や心構え等に
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ついて説明をさせていただいております。 

 退任されて後任の方への引き継ぎにつ

いてでございますけれども、個人でお申し

込みいただいた方の場合には、事務局から

マニュアル等をもとに説明をさせていた

だきまして、事前に希望されます学校等へ

も見学を行っていただくなどしまして、活

動内容を身近に、肌で感じていただくとい

うような形で進めさせていただいており

ます。また、団体ボランティアという形で

も受付員をしていただいておりますけれ

ども、団体の中で交代があった場合には、

団体の中でベテランの方が引き継ぎ等を

行っていただいております。 

 続きまして、防犯ブザーについてのご質

問にお答えいたします。 

 防犯ブザーにつきましては、通学の安全

という観点から、小学校１年生の入学時に、

児童に貸与をさせていただいております。

最初の１年間につきましては無償貸与と

いうことで、それ以降につきましては譲渡

をさせていただいております。 

 所持状況についてのご質問ですが、教育

委員会総務課といたしましては、そのよう

な形で、学校を通じてお配りをさせていた

だいておりまして、今現在、何人の子ども

さんが、当初お配りさせていただいた防犯

ブザーを持っていただいているかという

ところまでは把握しておりませんけれど

も、学校で、鳴動確認や使い方等の確認を

していただいております。もちろん、教育

委員会から、学校を通じて、保護者の方へ

も確認の方法についての通知文書もお配

りし、そのような活用をいただいていると

ころでございます。 

 続きまして、中学校への正門のオートロ

ックのご質問でございますけれども、現在、

平成２６年度には、第三中学校、第四中学

校、第五中学校にオートロックを設置させ

ていただいております。第四中学校につき

ましては、耐震事業の中で、耐震工事とあ

わせて実施をさせていただいております

けれども、ご質問いただきました安全性の

向上、運用上のメリット、デメリットにつ

きましては、この後に学校教育課からご答

弁させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 続きまして、決算概要１４６ページの小

学校耐震補強等事業、また決算概要１４８

ページの中学校耐震補強等事業について

ご説明させていただきます。 

 現在の進捗状況ということですけれど

も、平成２６年度末現在、９２．３％の耐

震化率となっております。平成２６年度に

つきましては、摂津小学校、第三中学校、

第四中学校の耐震工事及び外壁等の大規

模改修工事を実施させていただいており

ます。 

 安全性の確保についてですが、工事が始

まる前に、地元の自治会等を通じて、安全

性の確保について最大限配慮を行わせて

いただくということで文書等で説明をさ

せていただいております。また、工事が実

際に始まりましたら、ガードマン等も配置

いたしまして、児童生徒の安全面はもちろ

んのこと、学校に来られる来校者の方の安

全面にも最大限配慮をさせていただいて

おります。 

 続きまして、決算概要１４８ページ、中

学校給食導入事業についてのご質問でご

ざいます。 

 こちらにつきましては、昨年度は準備期

間で、今年の平成２７年６月から給食事業

をスタートさせていただいております。 

 それで、システムの導入をさせていただ

いておりまして、保護者・生徒の登録方法、
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予約方法等について、事前に説明会等で実

施させていただいております。また、リー

フレット等で詳細にシステムの使い方が

わかるような形で掲載もさせていただい

ております。この９月末現在の利用者登録

でいいますと、全体では５５％の利用登録

していただいております。一番高いところ

で約８０％の登録をしていただいている

学校もございます。 

 今後、また新たに説明会や給食の試食会

等を通じて、積極的に中学校給食をアピー

ルしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援課にかかりますご質問にご答弁申し

上げます。 

 まず、１３４ページ、小中学校通学区事

業につきまして、交通専従員の業務マニュ

アル、それから更新時の引き継ぎのことに

ついてご答弁申し上げます。 

 本市では、シルバー人材センターに交通

専従員業務を委託し実施しておりまして、

通学時の交通安全の確保に取り組んでお

ります。業務委託契約時に実施していただ

きたい内容を記載しておりましたけれど

も、マニュアルとして個々の専従員に周知

までできていなかったという点を踏まえ

まして、平成２６年３月に業務マニュアル

を策定いたしました。平成２６年４月に行

われました交通専従員の総会におきまし

て、全員に内容のご説明を行いまして、周

知させていただきました。 

 その内容といたしましては、児童に交通

ルールを遵守させることをはじめ、地域に

おいて模範となるように挨拶の励行をし

ていただくことや学校との連携に努めて

いただくこと、また交差点、横断歩道、踏

切など、配置場所に応じて注意していただ

きたいことを盛り込むとともに、専従員自

身が事故のないようにとの注意喚起も盛

り込んでいるところでございます。本年度

の総会でも、再度全員に配付し、周知を図

っております。 

 更新時では、新たに配属された方につい

ては、委託先のシルバー人材センター事務

局からマニュアルを配付していただくと

ともに、また、配属場所での注意事項の指

示をいただいております。異なる場所に配

属された方についても、同様に指示をして

いただいております。今後も、マニュアル

を活用して、担当される方がかわったとし

ても、継続して安全確保ができるように努

めてまいりたいと考えております。 

 引き続きまして、同じ事業の中で、摂津

小学校区の児童数の増加につきましての

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 南千里丘地区の開発などによって、現在、

摂津小学校区の児童数が増加しており、委

員のご質問のように、今後対応が必要とな

っております。 

 教育委員会としましては、小中学校通学

区域審議会の開催を考えておりますけれ

ども、現在準備を進めているところでござ

います。現在、１０月２７日に次の教育委

員会定例会開催を予定しておりまして、委

員の委嘱、諮問をしてまいりたいと予定し

ております。また、地域の方のご意見を十

分に踏まえながら、どのような形で対応を

進めていくかということも決定してまい

りたいと思っております。 

 次に、１５４ページ、放課後子ども教室

推進事業につきましてご答弁申し上げま

す。 

 わくわく教室の指導員の確保について

は、平成２６年度末時点で、市内１０校合
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わせての指導員さんの登録人数は、１１５

名です。ただ、常時全員が出ていただいて

いるわけではございませんで、平均します

と５、６人程の人数で運用していただいて

いると認識しております。 

 先ほど、市来委員さんにも申し上げまし

たけれども、各学校の代表の方が集まって

いただくリーダー会議を年４回開催して

おります。昨年度は、指導員の固定化、高

齢化というご意見を取り上げました。これ

までも、公共施設でポスターの掲示、チラ

シの設置、ホームページや広報紙で広報し

ましたけれども、さらに周知が必要という

ことで、特に若い世代の方への周知が必要

と考えまして、全小学校の児童に対しまし

てチラシを配付いたしまして、指導員さん

になっていただくように呼びかけてまい

りました。その結果、昨年度は数名の方の

応募があり、指導員としてご活躍をいただ

いております。今後も、地域のいろんな方

に指導員になっていただきますように周

知に努めてまいりたいと考えております。 

 同じく、１５４ページ、地域学校連携活

動支援事業についてご答弁申し上げます。

いわゆる、すこやかネットの取り組みにつ

いてでございますけれども、すこやかネッ

トにつきましては、教育を縁といたしまし

て、地域の子どもと大人が参加しまして、

顔と名前の一致する人間関係をはぐくむ

ために組織していただいているものでご

ざいます。本市といたしましては、その取

り組みを支援するということで、実行委員

会形式で取り組んでいるところでござい

ます。年に１度の総会で年度末の総括とい

う形で実施をしておりますけれども、地域

ごとにその特性に応じて、すこやかネット

を各中学校区で活動しておりまして、取り

組み内容といたしましては、清掃活動やミ

ニコンサート、親学習の講座、見守り活動

などがございました。各中学校区で、活動

していただいているほか、三宅柳田小学校

の校区のアルファ共室であったり、千里丘

小学校の芝生の管理など、小学校区単位で

の活動もあると認識しております。 

 乳幼児から中学生の年齢までの子ども

の連続した育ちを支えることとしており

ますので、今後も、こういった観点で、支

援をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 撰田課長。 

○撰田教育支援課長 教育支援課にかか

わりますご質問にご答弁申し上げます。 

 決算概要１３６ページの非常勤職員等

雇用事業についてでございます。 

 特別支援教育におけるさまざまなニー

ズに応えるため、また障害だけではなく、

発達障害も含めた対応が必要になってい

るという現状の中、介助員だけではなく、

支援員の配置をしているところでござい

ます。 

 介助員に関しましては、退職した場合に

は不補充とし、支援員の配置を増員してい

るというのが現状でございます。昨年、介

助員が１名退職しましたことから、介助員

の賃金ところが平成２５年度より減額と

なっているところでございます。１名退職

しましたが、支援員は４名の増員というこ

とで、トータルで非常勤職員は増員してお

り、予算、それから執行の分も含めまして、

トータルでは増額している状況となって

おります。 

 二点目の１３６ページの教育相談事業

にかかわるご質問にお答えいたします。 

 教育相談事業では、小学校１０校にカウ

ンセラーの配置、それから教育センターに

おきましてもカウンセラーの配置を行っ
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ており、学校、保護者のさまざまな悩みの

相談を受けている事業でございます。 

 成果といたしましては、学校や関係機関

と連携し、適切な支援につなぐことができ

ていること、また、カウンセラーが学校の

ケース会議での助言を行うことで、指導や

支援で好転したケースなどがございます。 

 連携でございますが、カウンセラーとス

クールソーシャルワーカーの連携を行っ

ておりまして、定期的な情報の共有、また

事例検討会議を持ちまして、支援の方向性

の確認等を行っているところでございま

す。 

 家庭教育相談員とスクールソーシャル

ワーカーにかかわります取り組みに関し

ては、学校教育課からご答弁させていただ

きます。 

 三点目の１４０ページの学校教育相談

員配置事業についてでございます。 

 平成２６年度は、学校教育相談員を３名

配置いたしました。市内の小・中学校の特

に経験の浅い教員の巡回指導を行ってま

いりました。 

 成果に関しましては、日々の教育活動に

おいてさまざまな課題や悩みに直面する

初任者と経験の浅い教員の現場での指導

ができることで、悩みの解決や課題の解決

で成果を上げているところでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 学校教育課関係で

ございます。 

 一点目、先ほど、教育総務課にご質問が

ございました中学校のオートロックの件

でございますけれども、三中、四中、五中

で設置いたしまして、メリットといたしま

しては、当然、自由に出入りができなくな

りますので、さまざまな管理の面とか、侵

入に対する抑止力、これについては当然効

果があると捉えております。指導上のメリ

ットも、遅れてくる生徒等の把握と、指導

に生かすというようなこともできますの

で、この辺がメリットかと思います。 

 デメリットとしては、やはり職員室で頻

繁にピンポンとベルが鳴りますので、その

対応が当然増えております。しかし、今の

ところ、大きな指導上の問題や出入りにつ

いての業者とのやりとりの問題という報

告は受けておりません。 

 不登校だったり、学校に行きにくい生徒

が、通常の登校時間をずらして登校する際

に、自分でボタンを押すのに少し精神的な

負担があるという場合も想定されますの

で、そういう場合、裏門から教員が迎え出

たり、連絡を取り合っており、今のところ

そういう意味での大きな混乱は起こって

おりません。 

 オートロックについては、門を開けて閉

めた際、動作しない等のいろんな不具合も

出ていますが、それは手順の問題でござい

ますので、慣れてくれば解消すると捉えて

おります。 

 続きまして、教育相談事業と併せてのご

質問の学校・家庭連携支援事業についてで

ございますけれども、家庭教育相談員を小

学校５校に配置しております。活動は、週

３日の勤務でございます。家庭教育相談員

は、不登校、学校で少し落ちつかない生徒

がいる等で家庭の問題や養育の問題があ

る場合、その保護者ご自身が、子育てやし

つけでさまざまな悩みを抱えている場合、

教員とは違う立場で保護者と話をしまし

て、悩みや相談を受けたり、アドバイスを

行ったり、子どもを支援したりといった活

動をしております。保護者と学校の関係を

スムーズにする役目があり、直接相談しや
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すい存在として、非常に効果があると考え

ております。 

 スクールソーシャルワーカーは、社会福

祉士の資格を持ち、家庭や子どもを取り巻

く背景、環境に課題がある場合、専門的な

見地から、その課題を解決するためアセス

メント等を行い、その情報を整理して、ケ

ース会議をコーディネートし、そして必要

であれば学校と関係機関が連携できるよ

う支援を行っております。 

 昨年度は、各中学校区に年間約５０回派

遣いたしましたが、課題としましては、週

に１日の勤務でしたので、人間関係を築く

のに少し時間を要した点、それから関係機

関との連携がスムーズに行かなかった点、

他市とかけ持ちされていましたので、ケー

ス会議の日程調整に大変苦労した点があ

りました。そういった課題から、今年度か

ら非常勤職員２名の雇用体制に改善した

ところでございます。 

 続きまして、小学校のコンピューター室

の現状でございますが、１クラス分４０台

のパソコンを設置しておりますが、ウイン

ドウズＸＰでございますので、今現在、イ

ンターネットにつなげていない状態で、キ

ーの操作やマウスの操作、あるいは簡単な

算数のソフトの活用はできておりますけ

れども、インターネットを使った調べ学習

はできておりませんでした。昨年度は、普

通教室でノートブック型のパソコンを持

って無線ＬＡＮ化を図りましたけれども、

使い勝手に不便な面がございました。 

 今後は、コンピューター教室でも、普通

教室でも持ち運んで使えるようなタブレ

ット型のものを、できたら４０台設置する

方向で検討したいと思っておりますが、多

額の予算がかかりますので、財政課とよく

相談して検討してまいりたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわりますご質問二点について答弁

させていただきます。 

 まず一点目、せっつ安全安心メールの運

用状況と保護者の声でございますけれど

も、せっつ安全安心メールシステムにつき

ましては、平成１６年度からＰＴＡ協議会

で、学校と保護者をつなぐツールとして運

用されていたものを継承する形で、保護者

などに緊急連絡をする必要があった場合

に、事前に登録された携帯電話や自宅のパ

ソコンにメール配信をするものでござい

ます。保育所、べふこども園については平

成２６年２月から、幼稚園については４月

から、小・中学校については６月から運用

開始しているところでございます。 

 配信につきましては、不審者や凶悪犯罪

行為等の情報、また児童の安全にかかわる

情報など、通われている園・所・学校にか

かわらず、市全体の皆さん方に発信すべき

内容については、教育委員会事務局から発

信することとし、学校行事をはじめ、個別

の学校・園・所の情報については、各学校・

園・所から発信する取り決めとしておりま

す。平成２６年度、市からの発信情報は３

７件、各学校・園・所からの発信について

は４０１件となっております。 

 保護者の方のお声でございますけれど

も、以前は電話の連絡網等を使って、緊急

連絡等も含めて、情報伝達をしていたんで

すけれども、近年はそういったものをつく

らない方向にもなっておりますので、市か

らの不審者情報を初め、学校・園・所から

のメール配信システムが一斉に、確実に、

正確に、迅速な情報提供がされるといった



- 29 - 

 

ことで、保護者の方からは、子どもへの啓

発や安全確保につながること、仕事や家庭

のご都合をつけるのに早く情報を取得で

きるので助かること、次の方への連絡の手

間が省けることなどの利点を聞いており

ます。 

 ただ、一方で、登録されていない方もお

られますので、そういった方には電話連絡

等でフォローしております。このメールシ

ステムを有効に活用するためには、やはり

登録者数を増やすというのは必要不可欠

であろうかと思いますので、さらなる啓発、

呼びかけ等でこのメールの有効性を訴え、

多くの方に登録していただけるように努

力してまいりたいと思います。 

 次に、決算概要１５０ページの就学前教

育推進事業の卒園から小学校入学までの

引き継ぎについてでございますけれども、

子どもさんが幼稚園や保育所から小学校

へ入学しても、子どもさんの育ちを連続的

に共有するためには、必要な情報を引き継

ぐということは大事なことだと思います。 

 そういったことから、健康状態であった

り、子どもさんの人間関係であったり、言

葉といった表現方法、こういったものを項

目とし、指導上で参考となる内容を記載し、

保育所であれば保育所児童保育要録、幼稚

園であれば幼稚園幼児指導要録を、進学さ

れる小学校に引き継ぎを行っております。 

 小学校の先生にとっては、子どもさんの

特性、配慮事項等を知ることで、一人一人

の子どもさんへの配慮といった観点が深

まると考えております。 

 あと、具体的な連携した取り組みでござ

いますけれども、年度当初には、公私立の

幼稚園、保育所の先生方が、子どもたちが

進学した小学校を訪問して、授業参観をす

るといった取り組みもしております。この

中では、小学校１年の担任の先生と幼稚園、

保育所の先生が情報交換をしたり、保幼小

交流のあり方についても、いろいろ協議を

しております。また、年度途中と年が明け

て進級が近づく頃には、小学校１年の担任

の先生と、当時５才児だったときの先生が

情報交換をするといったこともしておら

れます。 

 また、子どもさんの中には、支援が必要

なお子さんもおられますので、進学、進級

についても協議を重ねているところでご

ざいます。 

 市全体としては、保幼小の研修会等を通

じて、職員の資質向上を図ってまいりたい

と思いますし、各園・所においても、就学

前の教育の充実と小学校との連携した取

り組みの充実に、これからも取り組んでま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、生涯学習

課にかかわります四点のご質問につきま

して答弁させていただきます。 

 まず、第一点目、決算概要１５４ページ、

青少年ゆめ・感動体験事業の今後の財源確

保等につきましてご答弁させていただき

ます。 

 子どもが夢を持ち自分の将来を見据え

ることは、豊かな人生を送ることにつなが

り、非常に大切なことであると考えており

ます。何が人生の選択のきっかけとなるか

は、人それぞれでありますが、そのような

機会を多く得ることが、広い視野を持ち、

将来の選択肢の拡大につながることから、

本事業につきましては継続をしてまいり

たいと考えております。 

 今後につきましては、交付金や補助金な

どの情報収集に努めるとともに、市単独事
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業として実現できないかどうかについて

も、検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、同じく１５６ページ、こど

も会の設置状況につきましてご答弁させ

ていただきます。 

摂津市こども会育成連絡協議会加入の

こども会は、平成２６年度におきましては、

７３団体、会員数につきましては、子ども

の数ですが２，１５４人となっており、全

体の子どもの数と比較しまして、加入率４

７．９％となっております。 

 続きまして、青少年指導員の活動内容及

び配置状況につきましてご答弁させてい

ただきます。 

 青少年指導員につきましては、地域社会

における青少年活動を推進し、青少年の健

全育成を図るため、地域ぐるみで青少年を

育成する推進役として活躍していただい

ております。摂津市非常勤特別職として２

年を任期として委嘱させていただいてお

ります。 

 その活動内容でございますが、一番主な

ものとしましては青少年の街頭指導とい

うことで、夜間など、街頭でのパトロール、

声かけなどの業務を行っていただいてお

ります。それ以外にも、健全な社会環境づ

くりとしまして、コンビニエンスストアや

書店などの有害図書類の取り扱い状況、ま

た陳列方法、夜間立入制限施設、カラオケ

ボックス、漫画喫茶等の調査を行い、行政

からの指導を促しております。また、健全

育成のための啓発といたしまして、啓発ポ

スターなどの公募を行い、審査をして、啓

発に努めております。さらに、それら以外

におきましても、摂津市で開催しておりま

すさまざまなイベントにご協力いただい

ております。例を挙げますと、こどもフェ

スティバル、成人祭の２部青春フリータイ

ムの運営などもしていただいております。

こういったさまざまな面で青少年指導員

にご活躍いただいております。 

 現在の配置状況でございますが、４８名

の方に対して委嘱をしております。若干少

ない校区等もございますが、今後、継続し

て追加委嘱していきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、図書館システムの内容につ

いてご答弁させていただきます。 

 本市の図書館システムは、平成１１年に

現行ベンダーによりシステム稼働してお

ります。平成１８年度に、ハード、ソフト

ともに全面更改をいたしておりますが、平

成２３年度についてはシステムはそのま

まで、ハードウェアのみの更改を行ってお

ります。よって、現在のシステムは、約１

０年前からのシステムを稼働させており

ます。 

 現行システムにつきましては、保守期限

が切れましたことから、現行ベンダーより

も、新バージョンのシステムの導入という

ものを求めております。これにつきまして、

内部で検討いたしましたところ、他のベン

ダーへの乗りかえに対して、現行ベンダー

において特に優位性がないことから、改め

てプロポーザル方式により新システムの

選定をさせていただいております。 

 今回のシステム更改におきましては、図

書館の指定管理者での運用を前提として、

完全なアウトソーシングを目指しており

ます。いわゆるクラウド型システムと呼ば

れるものの導入を行っております。図書館

にサーバー機器等重要な機器を設置しな

いシステムといたしまして、盗難や災害、

また停電などの物理的なセキュリティの

対応を図るとともに、システム管理コスト

も低減を目指しております。また、１０年
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前のシステムにおきましては、当時インタ

ーネットを使用するという前提がござい

ませんでしたので、現在のインターネット

システムは後づけのオプションで追加し

ておりますが、新システムにおきましては、

当初からインターネットを使うというこ

とを前提としたインターネット対応のシ

ステムとなっておりまして、そういったイ

ンフラ整備ということを目標として導入

しております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 それでは、決算概

要１５２ページから１５３ページにかけ

ての文化振興費にかかわります各種行事

の市民の参加状況についてご答弁申し上

げます。 

 事務報告書の３５７ページから３５８

ページをあわせてご参照賜りますようお

願いいたします。 

 まず、こども展覧会でございます。出展

者は７３７人、来場者数は延べ７３７人で、

美術展が出展者２４７人、来場者数は延べ

１，２２６人。演劇祭は、出演者数が５９

人、来場者数は延べ５００人。それから、

芸能文化祭、展示の部と発表の部がござい

ますが、展示の部につきましては、出品者

が５００人、来場者数は延べ１，２００人、

同じく芸能文化祭の発表の部につきまし

ては、出演者が１，３８７人、来場者数は

延べ３，９００人。音楽祭は、リトルカメ

リアコンクールになりますが、出演者が７

７人、来場者数は延べ５６５人。それから、

市役所ロビーコンサートの来場者数が延

べ３３０人。リトルカメリアミニコンサー

トは、小学校、幼稚園、こども園等に出向

いて行っている分でございますが、聞いて

いただいた児童数が１，３９８人。それか

ら、フレッシュコンサートが、来場者数延

べ２８０人。吹奏楽祭は、出演者数２８０

人、来場者数が延べ５７０人でございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、まず総務課の所

管でございますけれども、安全対策という

ことで、受付員さんには、毎日、有償ボラ

ンティアに近い形で、本当にありがたいと

思っております。マニュアル、引き継ぎに

ついては、しっかり整備していただけたと

いうことで、だんだん高齢化も進んでおり

ますし、交代も頻繁に行われることもある

と思うんで、節目には、行政としてもしっ

かり見ていただきたいと思います。 

 次に、防犯ブザーの件ですけれども、所

持の状況というのもあるんですけれども、

先般も寝屋川で、子どもさんが関連する痛

ましい事件がございました。そういう意味

で、子どもの心の中に、自分の身は自分で

しっかり守るという意識の確認も含めて、

定期的な所持状況の確認や訓練の開催時

期等を決めていただきますようによろし

くお願いしたいと思います。 

 次に、オートロックの件ですけれども、

先日、市民体育祭がございまして、私も二

中に行かせていただきました。従来どおり、

正門から入ろうと行きましたら、門が閉ま

っていたという状況で、ぱっと見た感想か

ら言うと、非常に堅牢な感じの印象があり

まして、抑止力という面では、確かにある

かなと思ったんですけれども、心配になっ

たのは、先ほどご答弁にもありました、学

校と生徒さんの心の距離、やっぱり、なか

なか学校に足が向かない子どもさんもい

らっしゃいますけれども、そういうごっつ

い門を見て、どういうふうに感じられるの

かなというところがあったのと、もう一つ
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は、地域との垣根にならないように、そう

いうソフト面での配慮もお願いしたいと

いうことを感じました。 

 構造的な問題もあろうかと思うんです

けれども、アルミの格子のようなものだっ

たと思うんですけれども、例えば、子ども

さんの絵を取りつけたりとか、建物という

かたいイメージだけではなくて、やっぱり

心のつながりと申しますか、それを少し和

らげるような工夫も、可能であれば考えて

いただきたいということを感じましたの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、耐震補強事業で、耐震工事に関す

る安全性のことですけれども、特に小学校

にあっては、低学年の子どもさんもいらっ

しゃいますし、早目に学校を終えて、帰る

お子さんもいらっしゃると思いますので、

事故がないように、時折、見に行っていた

だきたいなと思います。 

 また、周辺の自治会をはじめ、お声がけ

をされているということですけれども、車

の出入りであるとか、場合によっては、道

路が砂等で汚れてきたりとか、そういう美

化の問題もあると思いますので、定期的に

また現場ものぞいていただけたらと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 次に、中学校給食のシステムの件ですけ

れども、登録率については理解ができまし

た。導入当初、ある学校で、保護者は発注

作業が完了していると思ったけれども、実

際は最後の確認ボタンを押していなくて、

登録ができていなくて、子どもさんが学校

に行ってから、発注ができていないのを確

認されて、先生方が気を利かせて、買いに

走ったという事例も聞いております。５か

月が経ちましたが、そういったトラブルが

落ちついているのかどうか、ご答弁をいた

だきたいと思います。 

 次に、子育て支援課の内容でございます

けれども、交通専従員さんのマニュアルに

ついては、本年３月から配置をしていただ

けたということで、さらに専従員さんが頑

張っていただける一つのきっかけになっ

たかなと思います。 

 どうしても交通専従員さんの場合は、学

校から外で、道路上で任務に当たられるこ

とも多いわけですけれど、例えば、蛍光ベ

スト等、統一したユニホームであるとか、

行政としても配慮したガイドをしっかり

できているのかどうか、また、体調の都合

で急遽休まれるという場合に、どなたがど

のように調整をされているのかについて

お伺いしたいと思います。 

 次に、摂津小学校の定員の件ですけれど

も、南千里丘あたりの環境変化によっての

ことでございますけれども、混乱がないよ

うに、いろいろな機会を通じて周知、また

ご意見を取り入れていただきたいと思い

ます。 

 もし、お答えできるようであれば、いつ

頃までに決定をして、進める予定になって

いるのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 次に、わくわく広場の件でございますけ

れども、人材確保については、いろいろご

尽力いただいている件、理解できました。 

 そこでやっている内容については、先ほ

どの市来委員の質問に対する答弁にもご

ざいましたけれども、その場を、例えば、

体育館でいろんなアトラクションを中心

とした内容のみに限って考えておられる

のか、場合によったら、宿題とかをしたい

お子さんもいらっしゃったら、それを許し

ているのか、それに伴いまして、宿題がで

きるような環境というのも場として提供

されているのか、お伺いをしたいと思いま
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す。 

 続きまして、すこやかネットの件でござ

いますけれども、行政としても、予算執行

のみならず、できるだけ現場に入っていた

だいて、意見を聞く機会をつくっていただ

けたらと思います。実際、中学校単位での

集いの機会というのは、年１回か２回と、

非常に少ないです。その下部組織で、学校

によっては青少年対策連絡会という形で、

青少年団体のトップの方が集まって、年数

回集まっている場もございます。そういう

場に顔を出していただく、あるいは、本当

に現場の意見を集約しようと思うと、やは

り小学校単位の地域連絡会等に臨まない

と、なかなか理解ができない面もあるので

はないかなと思いますので、限られた人員

で子育て支援も運営されていると思うん

ですけれども、場合によったら、学校の職

員の皆さんで学校の担当を決めていただ

いたりとかしながら、年に何回かはそうい

う場に行っていただいて、どういうことが

今、行政として必要なのかという感覚をし

っかり養っていただけたらと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 続いて、教育支援課の所管でございます

けれども、まずは非常勤職員の障害児教育

についてです。予算執行の変化分について

は理解ができました。本市の教育の柱が幾

つかありますけれども、支援教育というこ

とを非常にやっぱり力を入れられている

面もお伺いしております。マンパワーも確

かに必要になってきていると思いますし、

発達障害のお子さんとか、従来に比べて増

えているのではないかなという面もござ

いますので、どうか後手に回らないように、

就学前のお子さんの状況等も、幼保小で確

認をしながら、どれだけ人を配置しておか

なくてはならないのか、先行してよろしく

お願いしたいと思います。 

 あと、中学校のクラブ活動の件でござい

ますけれども、部活動には、事務報告書等

を見ますと、９割近くの方が活動をされて

おりますので、その予算執行に当たっては、

しっかり現場の意見をよく聞いていただ

いて、大事な中学生にとってのクラブ活動

でございますので、配慮をしていただきた

いなと思います。 

 続いて、学校・家庭支援事業、そして教

育相談事業、ＳＳＷさんの活動等について

は理解できました。ご答弁にございました

ように、もう少し手厚くしていこうという

方向性は理解できました。実際、私も、そ

の当事者の親御さん、また教育現場の方か

らもお聞きをいたしまして、このＳＳＷさ

んの活動、そして家庭教育相談員さんの活

動というのは、非常にありがたいというこ

とで感じておられます。そういう意味で、

家庭教育相談員さんは回数を増やし、そし

て、またＳＳＷさんは、現在の中学校に１

人の体制をもう少し手厚くしていただい

て、小学校数ぐらいまでに拡充をしていた

だきたいなと思います。 

 本市の教育のテーマの中に家庭学習の

充実、そして問題行動に対する取り組みと

いうのも柱の大きな一つになっておりま

すので、教員、またそういうサポーターの

方、そして家庭が、総合的な力でお互いの

信頼をしっかりより深くしながら、未来あ

る子どもたちのお力になっていただきた

いなと思いますので、それは強く要望した

いと思います。 

 あとは、コンピューターの件でございま

すけれども、ご答弁にございましたけれど

も、もう今、パソコンはウインドウズ１０

まで来ておりますけれども、現在、その４

世代前のＸＰの状況でとまっております。
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この数年、耐震工事等で、教育費の予算も

大変切迫しておったと思うんですけれど

も、耐震工事についてもめどがついてまい

りましたので、こういった子どもの学校の

ＩＣＴ環境にも、できるだけ早く対応でき

るようにお願いしたいと思います。スマホ

を持っている子どもさんもおり、家庭のパ

ソコンも普及している中で、学校のパソコ

ンがネット環境につながっていなくて、調

べものもできないというのは、物すごくギ

ャップがあるのではないかなと思います

し、箱だけ置いたらそれでいいというわけ

ではないので、耐震のめどがついた今、や

っぱり教育環境の予算も計画して、お願い

したいと思います。 

 ご答弁にありましたように、パソコン教

室として４０台程度、１室に配置をするこ

とがいいのか、それともタブレットという

形で各普通教室にも持ち歩くことがいい

のか、その二つの大きな選択肢がございま

すけれども、一遍に全学校にということが

難しいとすれば、先行して導入する学校を

つくっていただいて、まずスタートのきっ

かけをぜひつくっていただきたいと思い

ます。場合によっては、小学校の学校図書

館の充実も、この３年間かけて取り組んで

いただいておりますけれども、例えば、図

書館を一つのセンターに考えて、図書館に

タブレットを持ち込めば、電子図書も使え

ると、また普通教室では一般の授業にも使

えるということで、そういう多目的性を持

ちながら、電子図書等も検討を進めていた

だけたらと思いますので、よろしくお願い

します。 

 あと、ＩＣＴ環境、各普通教室には、大

型テレビ、また教育用のパソコンも充実し

てきたと思います。問題は、それをどう使

いこなすかというソフト面の充実が必要

ではないかなと思います。コンピューター

事業の予算の内容で、消耗品費という項目

がございますけれども、６０万円とか、７

０万円とか、そういった金額で全小学校の

消耗品を充実していかないといけないと

いうような予算執行の現状です。そういっ

た意味で、教職員の皆さんが活用できる教

材をやっぱりそろえられるように、現場の

状況を聞きながら、例えば、特定の教科に

強化して、教材を充実させていくとか、そ

の辺のお考えをお聞かせいただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、こども教育課の件でござい

ますけれども、せっつ安全安心のメールに

つきまして、１年半近くが経ちまして、よ

うやく安定してきたのかなというような

現状も感じられます。実際、不審者情報等

ももちろん大事なんですけど、日常的には、

どういうふうに使われてるかお聞きして

いますと、行事変更ですね、例えば夏のプ

ール、雨で中止しますとか、修学旅行無事

到着しましたとか、バス何時に着きますと

かですね、ほとんどの用途はこの行事的な

連絡というのが多いのではないかなと思

います。従来のＰＴＡで準備してましたメ

ールも、１０年間運用されてきましたけど

も、今回のメールシステムには着信確認、

要するに見たか見てないか確認できる機

能がついております。この機能をどのぐら

い使いこなせてるのか、一度お伺いしたい

と思います。 

 また、今回は１年生、２年生、３年生と、

各カテゴリー指定ができるようになって

おりますけども、その中に地域の方へとい

うカテゴリーもございますけども、実際に

どのぐらい地域の方がそれに登録し、活用

されているのか、現状についておわかりに

なる範囲でお答えいただけたらと思いま
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す。 

 続いて、就学前の教育についてでござい

ますけども、幼保そして小学校の連携につ

いては、多くの機会を設けて臨んでいただ

けている点は理解できました。これは、で

きるかどうかというのはあるんですけど

も、小学校１年生の担任は、その入学式の

ときでないと発表されておりません。これ

は人事的な都合であったり、スケジュール

のこともあると思うんですけども、もし可

能であれば、できるだけ内部的に担任等を

発表というか、本人に内示ができ、また幼

保との連携をできる機会を前倒しにでき

ないかと考えております。これは要望です

けれども、ご検討いただけたらと思います。

早めにわかっておれば、早めにできること

もあるのではないかと思うので、よろしく

お願いします。 

 続いて、生涯学習課のほうですけれども、

青少年ゆめ・感動体験事業につきまして、

課長からも前向きなご答弁をいただけて、

実際これから予算となると思いますけど

も、これだけは譲れないという大事な事業

であると思いますので、さらに頑張ってい

ただきたいと思います。 

 あと、こども会の件でございますけども、

現在加入率が４７．９％ということで、さ

まざまな理由はあろうかと思います。例え

ば、役員になるのが大変であるとか、自治

会との関係が云々とか、さまざまな状況が

あると思うんですけども、一つはやっぱり

子どもの数が少なくなってるというのが

大きなポイントではないかなと思います。

どこまで行政がそのこども会の設置につ

いてかかわっていくかというのは考えな

いといけないんですけども、単一自治会で

も、５０世帯ぐらいの自治会もあれば、六

百何十世帯という自治会もありまして、自

治会の中の世帯数の差が物すごくあるの

が現状です。そういった意味で、一つのプ

ランとして、このブロックという発想で、

三つぐらいの自治会の中の子どもが寄り

添っていくという、そういうブロック的な

発想で、こども会をもう少しいろんな行事

とか、緩和した形でつくっていけるような、

そういう提案もできないものかなと考え

ておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

 次に、青少年指導員事業でございますけ

れども、校区の定員を満たしているところ

があったり、なかったりということでござ

いますけども、先ほども申し上げましたよ

うに、長年勤められた指導員さんが卒業さ

れたりしまして、若返りをされているのが

一つ実態でございます。ただ、若返りをし

たがゆえに、なかなかお仕事も忙しくて、

実際にさまざまな会合に出られないとい

った方もいらっしゃいます。そういう意味

では、都合をつけて参加をした方が残念な

思いをしないように、会長さんをはじめ校

区の責任者と連絡をとっていただいて、真

面目に頑張ってる方が喜んで活動できる

ようにご配慮していただけたらと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 次に、図書館運営事業でございますけど

も、システムの改修ということで、今回ク

ラウド、要するにＡＳＰという形で導入さ

れる旨お聞きをいたしました。先ほど、小

学校の図書館でも申し上げましたけども、

ペーパーの本というのも、もちろん大事な

視点ではあると思いますが、この際、市立

図書館も電子図書の検討を前向きにして

いただきたいと思います。いろいろネック

もあろうかと思うんですけども、もっと拡

大していけば、図書館に行かなくても本が

読めるというのを実現しようと思うと、や
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っぱりこういう電子図書、タブレットとか

そういうのを、極端な話では自治会でも３

台ずつ持ってもらって、図書館へ行かなく

ても、自治会で管理してもらって本が読め

るという移動図書館の電子版みたいなこ

とも含めて、生涯学習の中で１度計画とい

うか、立案していただけたらと思いますの

で、要望とします。 

 次に、文化スポーツ課の件ですけども、

事務報告書中心に参加人数についてご報

告いただきました。私もほとんどの行事に

行かせていただいておりますけども、どの

イベントも非常に盛り上がってるのでは

ないかなと思います。多くは市制施行２０

年のあたりに結成をされた団体が多くあ

りまして、結成以来３０年が経過しようと

しております。そういった意味で、団体を

牽引していってくださった方も、ある意味

高齢化になっておりまして、その継承につ

いても、市としてバックアップしていただ

けたらと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 また、近々市民文化ホールの改修工事も

入ってまいりますので、従来開催をできた

行事が市民文化ホールでできないと、いろ

いろイレギュラーな状況もございますの

で、その辺も配慮をお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 幾つか質問がありまし

たが、１件ですね、通学区域の事業で、摂

津小学校の児童数の問題については、平成

２６年度の決算審査内容から少し離れて

おります。したがいまして、その中身につ

いては、再度精査して質問していただき、

今後も質問し続けられるんであればして

いただきたいと思います。とりあえず、理

事者から今の質問の摂津小学校の児童数

の問題ついて答弁できるのであれば、参考

として答えていただきたいと思います。 

 それでは、２回目の質問に対して、答弁

を求めます。 

 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、中学校給食に

かかります、給食の予約システムに関して

の２回目のご質問にお答えいたします。 

 給食予約システムが導入されて、大きな

何かトラブルがあったかどうかというよ

うなご質問につきまして、事務局といたし

ましては、スタートしてから５か月が経過

しているわけでございますが、現在のとこ

ろ、予約システム上で大きなトラブルが発

生したというような事例については、確認

はできておりません。ただ、先ほど委員か

ら、確認ボタンを最後に押してなくて予約

ができなかったというような事例をお聞

きしましたので、今後、説明会やリーフレ

ットの配布等で、予約システムについて周

知をしてまいりたいと考えております。多

くの方が、インターネット、スマートフォ

ン、携帯電話等で予約をしていただいてい

ると認識しておりますけれども、予約シス

テムの中で、事前にメールアドレスを二つ

まで登録可能ということで、生徒の方、保

護者の方に登録いただくことで、給食予約

時や入金の反映時に、指定したメールアド

レスに確認メールが送られてくるという

ようなシステムもございますので、そちら

についてもそのような形で、また改めて周

知してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、私のほ

うからは、まず最初、交通専従員のご質問

についてご答弁申し上げます。 

 わかりやすい服装か何か用意してるの
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かということでございましたけれども、現

在シルバー人材センターのほうから、帽子、

ベスト、名札、この３点を配付しておりま

して、マニュアルの中でも着用するように

記載させていただいております。また、地

域の方からわかりやすいように、今後もど

のようなものがよいのかについても検討

していきたいと思っております。 

 また、休みのときの配置ということでご

ざいましたけれども、シルバー人材センタ

ーの事務局を通じて、または各校区におら

れる班長さんを通じて、代替の方を手配し

ていただいているという状況でございま

して、欠員がないようにお願いをしている

ところでございます。 

 次に、摂津小学校区の児童数のことにつ

いてでございますけれども、本市の決定時

期は、平成３０年度に教室が不足するとい

うことで予測しておりまして、平成２９年

度には施設整備が何かしら必要ではない

かと思っております。また、平成２８年度

にはそのための設計が必要であると思っ

ておりますので、今年度２７年度中に方針

を決定してまいりたいと考えております。 

 それから、わくわく広場についての宿題

の実施についてということでのご質問で

ございます。この事業につきましては、放

課後の居場所づくりの事業として実施し

てきておりますので、その一環として宿題

をしたいというご希望がある子どもさん

については、ご自由にしていただいている

という状況でございます。ただし、決して

宿題をするのが目的の事業ではございま

せんので、何らかの理由で宿題をするのが

困難というような学校も中にはございま

す。昨年度、体育館が非常に狭いので、宿

題をするのに支障があるのではないかと

いうことで、指導員さんからお声がござい

ました。その後、学校と協議をさせていた

だいた中で、空いている特別教室を使って

いただいてもよいというご回答をいただ

きましたので、学校の協力のもと、体育館

以外の場所を１か所使わせていただいて

おります。なお、子どもの安全確保のため

に、必ずその場所にも指導員を配置すると

いうことで、学校と取り決めさせていただ

きながら、実施をしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 ＩＣＴ環境につい

てのお問いにお答えいたします。 

 摂津市の教職員が、授業でＩＣＴを活用

することが可能であるかどうかというよ

うなアンケートがございますけれども、や

っと小学校で８割、中学校で７割を超える

ぐらいの教員が、活用はできると答えるよ

うになってまいりました。しかし、実際の

活用状況でございますとか、それからその

活用力についてはまだまだ課題がござい

ます。そのために、市教委としましても、

大阪府の教育センターから講師を招きま

して研修を行いましたり、担当者で研究授

業を行ったりいたしましたけれども、委員

がおっしゃるとおり、さらにＩＣＴの活用

を進めるためには、やっぱり使いやすい環

境の整備も重要でございます。学校からも、

いろいろな修繕も含めてですけれども、い

ろんな要望もございます。したがいまして、

消耗品の充実ですとか、それからＩＣＴの

周辺機器の充実ですとか、それから教材ソ

フトの研究ですとか、そのようなことをし

っかり進めていかなければならないとい

うところでございますので、先ほどのパソ

コン教室のタブレット等も含めまして、よ

りＩＣＴ環境の充実に努めてまいりたい
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と考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかりますメール配信システムの件で

ございますけれども、まずメール配信シス

テムの開封確認機能が使いこなせてるの

かといったことでございますけれども、学

校等におきましては、行事開催の有無、子

どもたちの状況を迅速に正確にお知らせ

するといった内容を配信しておりますの

で、この開封確認機能というのは有効に使

っております。もし、開封がされていない

保護者の方がおられました場合は、学校か

ら電話連絡等にて同様の内容をお伝えす

るようにしております。最近は、メールの

伝達というのが有効な手段として、保護者

の方もなれてこられているというか、機能

の一部として取り入れていただいており

ますので、開封のタイミングというのは早

くなってきていると聞いております。 

 それと、地域の方の登録状況でございま

すけれども、保育所・幼稚園等の就学前教

育の施設におきましては、平均で申します

と、平均大体１２名の方が、各施設とも登

録をしていただいております。小学校では

平均３１名、中学校では平均２２名の方が

各学校登録をされている状況でございま

す。保護者の方に加えまして、地域の方へ

の情報発信というのは重要なことである

と考えておりますので、今後保護者の方の

登録者数を増やす手段についても今現在

検討しており、早急に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、中学校給食のシ

ステムの件でございますけども、現状おお

むね落ちついてきた点、了解ができました。

喫食率を向上させていくということが最

終的な目的ではございませんけれども、も

ともとは働く保護者の方に対する支援と

いうことが一つと、もう一つはバランスの

とれた食育ということで、テーマがあると

思います。実際問題、私も３人の子どもが

おりますけども、もう義務教育は終わりま

したが、母親と子どものやりとりを見てま

すと、買い物に行かれへんかったという時

が、給食が一番求められる場面でございま

すけども、現状、食の安全とか、業者との

契約の内容で、１週間前ということでしか

予約ができないようになっております。そ

ういう意味では、例えば電車でも指定席と

自由席というのがあるので、許すようであ

れば、何食かは前日までであれば予約でき

るというような折衷案も考えていただき、

システムの変更も入ってこようかと思う

んですけども、今後の検討課題にしていた

だいて、少しでも利用しやすいような状況

もつくっていただけたらと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 交通専従員さんの安全対策については、

シルバーさんを通じて、ユニホーム等理解

ができました。私ごとになりますけども、

私が小学校のときに、子どもの安全のため

に、私の友人の母親が横断歩道に立ってお

りまして、大きなけがをしたとことがずっ

と頭の片隅に残っております。そういう意

味で、事故がないように、毎年リーダーさ

んが集まる会議とかあるのであれば、危険

箇所の確認等もしていただいて、有償ボラ

ンティアでやっていただいておりますの

で、配慮していただけたらと思いますので、

よろしくお願いします。 

 わくわく広場につきましては、学校によ

って環境も異なると思いますので、今の状
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態で本当にいいのかどうか、また機会があ

るときに確認をしていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 次に、小学校のコンピューターのことで

ございますけども、教材の充実については、

早急にどうしていくのか計画を持ってい

ただいて、教職員の方が教えやすいという

ような環境をやっぱりつくっていかなけ

ればならないと思いますし、本市の教育の

指針の中には、授業力の強化というところ

も大きなテーマで掲げられております。Ｉ

ＣＴを普及するためのＩＣＴではないと

思います。我々世代はどちらかというと、

プロセスを理解してから物事を理解する

という発想ですけども、今の子どもさん、

あるいは、若手の先生はインパクトの世代

というか、最初にどういうものかというの

をばんとつかんでから、あとのことはあと

で考えるというような流れになっている

のではないかと思います。そういう意味で、

子どもの学ぶという喜びを引き出すため

にも、そういう機器や教材を活用して、学

ぶという喜びを、そういう補助教材を使っ

てぜひとも早急に整えていただきたいな

と思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、せっつ安全安心メールシステムの

件ですけども、地域の方へも今後進めてい

ただけるということでございます。今、１

年半近くが経ったわけですけども、学校の

校長や教頭先生が主に発信をしてくださ

っていると思います。学校現場いろいろあ

って、発信するのも一つの大変な作業かと

思うんですけども、この際どういうふうな

場合にそのメールを発信していくのか、場

合によっては市から一括で出す場合もあ

りますけども、両方がファンブルして、肝

心なタイミングで肝心な内容を送れない

とかないようにしていただきたいと思い

ますし、学校によって差違が余りあらわれ

ないように、一つのルールづくりも、１年

半経ちましたので検討していただけたら

と思いますので、よろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○安藤薫委員長 他に質問ありますでし

ょうか。 

 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 それでは、まず決算概

要に従って質問させていただきます。 

 まず一つ目、児童発達支援事業について

でございます。児童発達支援事業は、前回

の委員会でも質問させていただいており

ますけども、確か補正で組まれたと思うん

ですが、今回また約２，０００万円増えて

います。これは、多分、補正の分を入れて

増えているんだというふうに理解してい

るんですが、新しい障害者の支援制度への

移行になって、一元化されたという状況で

ございますけども、これについて、現状で

は、この放課後等デイサービスが、どんど

んあちらこちらでできてきているという

中で、この放課後等デイサービスができれ

ば、この金額もどんどん上がっていくんじ

ゃないかということを前回にもお話した

と思うんですが、現状についての問題点と、

それから今後どういった見通しなのかと

いうことをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続いて、同じく８４ページ、民間保育所

入所承諾事業の中の、保育士等の処遇改善

臨時特例事業補助金に関しましても、保育

士の処遇改善ということで、これは保育所

から市のほうに処遇改善計画を作成して、

そして交付見込み以上の職員の賃金改善

を実施する計画書が出されるはずでござ

います。実際には、今回約４４４万６，０
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００円というのが残額で残っております

けども、この残額が残ったのは、原因とし

ては何なのかということをお聞かせいた

だきたいと思います。 

 続いて、１３４ページ、安全対策事業に

ついてでございます。この安全対策事業、

先ほどからの質問も出ております。この安

全対策事業に関しましては、前回も私は一

般質問で、公共施設や学校のほうにもカメ

ラ設置のお話もさせていただいたと思う

んですけれども、この安全対策事業につい

て、子どもの見守りですね、こういったこ

とに関して、普段やっていただいている方

もいらっしゃいます。受付で、委託として

やってる方もいらっしゃいます。その区別

が、一般の市民の人から見るとなかなかわ

からないということを、以前にもお話をさ

せていただいた経緯がございます。先ほど

から、いろんな研修なんかも行っていると

いうことなんですが、この見守り隊の、ボ

ランティアでされてる方たちに対して何

らかの、例えばマニュアルのようなものを

何か配付されたことがあるのか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 それから、１３６ページ、いじめ防止対

策推進事業、これは先ほど市来委員も新規

事業ということでご質問されておりまし

た。５名の委員がいらっしゃるということ

なんですけども、この平成２６年４月に、

いじめ防止基本方針がこの摂津市でもつ

くられたわけでございます。このいじめ問

題対策委員会の委員の方たちが、それだけ

重要な仕事がなかったので、こういった残

額が残っておりますが、この方たちという

のは、教育委員会の調査機関になるべき方

だと認識しております。特に有効な、この

いじめに対する対策を検討するための専

門的な知識を与えるというように、文部科

学省では位置づけでされていると思うん

ですけども、実際この委員の方たちという

のは、どういう方たちがいらっしゃるのか

ということを、お聞かせいただきたいとい

うことと、それから大阪の子どもを守るサ

イバーネットワーク、こういったものの中

に、どのようにしてこの方たちが取り組ま

れているのかということをお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから、同じく１３６ページ、適応指

導教室事業のパルですね、このパルの適応

指導教室が、前年度、平成２５年度から約

５０万円減となっております。月曜日から

金曜日の午前１０時から午後３時に適応

教室パルが開催されてると思うんですけ

ど、この５０万円減になった理由ですね、

ここを聞かせていただきたいと思います。 

 それから、前後しましたけどもう一つ、

教育相談事業なんですけども、今年度の摂

津市内の不登校の人数、それから、スクー

ルソーシャルワーカーや福祉部局とも連

携をしていき、安全・安心な居場所づくり

として、集団づくりの取り組みとして行う

ということで、この子育て支援事業計画は、

どういう取り組みをなさってるのかとい

うこともお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから続いて、１３８ページ、これも

本会議で一般質問させていただきました

けれども、学校部活動等助成事業について、

部活動ガイドラインを作成すると答弁い

ただきました。今の部活動ガイドラインの

現状と、進捗状況をお聞かせいただきたい

と思います。 

 それから、１４０ページ、学力向上支援

事業の新規の分につきまして、これも先ほ

ど市来委員もご質問なさってましたけれ

ども、文部科学省では平成１５年より行っ
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ている学力向上アクションプランに基づ

いて教員志望者や教員の経験者、そして地

域で有能な人材を積極的に活用し、小・中

学校で放課後に子どもの学習指導をきめ

細やかに対応するという、文部科学省から

の通達で行っている事業だと認識してる

んですが、この学力向上支援事業、今現在

摂津市では、先ほどからご説明いただいて

いますが、この文部科学省からの通達とち

ょっとマッチしないので、もう一度説明を

していただけないでしょうか。 

 それから、スクール・エンパワーメント

の推進事業です。これに関しましては、ス

クール・エンパワーメント支援員の派遣と

いうことでございますけれども、これも学

校と地域と保護者を学びつなぐことで、学

力向上の取り組みを活性化する事業であ

ります。学力向上アクションプラン、これ

は成果指標として、この平成２９年度まで

に、全国の学力状況調査における学力向上

に向けた平均正答率が全国水準を上回ら

なければならないというか、上回るように

指標を掲げているということでございま

すが、これについては、もう一度ご説明い

ただけますか。そこについての目標設定が

されているのかされていないのか、お聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、１４８ページ、中学校給食導

入事業です。これも、先ほどから皆さんご

質問なさってると思います。実際、新規の

登録率、今、利用登録が５５％、一番よい

ところで８６％というようなお答えをい

ただいておりますけれども、実際、利用率

に関してはどうなっているのか、利用登録

ではなくて、利用率についてはどうなって

いるのか、先にそれをお聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、１５２ページ。文化スポーツ

課に関して全般的にお答えいただきたい

んですけども、この委託料の事業が非常に

多いです。私は、先日も一般質問の中で例

を出して、委託料に関しての契約について

は、質問させていただきました。今現在、

委託料になっている中で、文化スポーツ課

が事務局として持っているものに関して

全てお答えいただきたいのと、それから、

私はいろいろ資料持っておりますけれど

も、これに関して、その代表の方の印鑑を

預かったり、それから契約書を作成したり

というような業務をされているところを、

文化スポーツ課の中の事業の委託料の中

の分に関して全てお答えいただけたらと

思います。 

 それから、併せて音楽祭開催事業にあり

ます音楽祭運営委託料６６２万２，０００

円の根拠を教えていただきたいと思いま

す。 

 それから、１５４ページ、学童保育事業

についてです。この学童保育事業に関しま

しては、国の示す学童保育及びわくわく広

場、これ共通のプログラムと、参加できる

一体型の実施を検討するというように大

阪府からもそういった通達がきていると

思います。実際そういった取り組みを検討

されているのか、そして学童保育の時間の

延長についてのお考え、また学童保育の民

間委託、これについてのお考えを再度お聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、１５４ページ、地域学校連携

活動支援事業、いわゆるすこやかネットで

すね。このすこやかネットに関しまして、

平成２７年、地域に根差した活動を行って、

地域全体で子どもの成長を見守る環境づ

くりを行っていくということが、こちらの

ほうにも平成２６年度の目標として書か

れておりました。これについての結果、ど
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のように環境づくりをなさったのかとい

うことをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 そしてまた、ＰＴＡや地域と常に連携を

図りというふうにも書かれております。ま

た、来年度ホームページやリーフレットで

もこの啓発をしていくというようなこと

も、来年度の目標としては書かれているん

ですけども、来年度のことは構いませんの

で、今年度そういった環境づくりを行って

きたのかということをお答えいただきた

いと思います。 

 それから、１５６ページ、こども会育成

事業です。先ほど、こども会のお話、水谷

委員からも質問がありましたけれども、非

常に組織率の低下、こういった問題がある

中で、こども会の役割や重要性の啓発そし

て広報を行って、こども会の活動の充実を

図りますというのが今年度の目標でござ

いました。それに対する結果を教えていた

だきたいと思います。 

 それから、先ほど柳瀬課長がお答えいた

だきましたが、青少年指導員事業について

です。青少年保護育成条例に書かれてあっ

たことが、先ほどご答弁の中にありました。

私は、前回の一般質問の中で、青少年保護

育成条例について２回の質問をさせてい

ただきました。今のご答弁聞いております

と、青少年指導員の方たちは、これを理解

して、動かれていたというような認識が見

受けられたんですけども、そのあたり再度

ご説明いただけますか。 

 それと、先ほどせっつ安全安心メールの

お話が出ました。もう前回もお話しており

ますので簡単に言いますけども、地域の方

たちにこのせっつ安全安心メールをどの

ように啓発していくのか。個人情報保護法

の関係がありますので、そのあたりはむや

みやたらに広げられないということも十

分理解はしておりますけども、例えば特定

の民生委員さんのみとか、そういった方針

は、どのように今考えられているのか。 

 それから、修学旅行です。前々回、ちょ

っと大分前になりますけども、この修学旅

行のお話をさせていただいたときに、広島

に行って岡山に戻って、新幹線に乗ってバ

スが空で走っているというようなお話を

以前させていただいたと思います。今年度

は、どのような形になっているのか。また

業者はどういった形になっているのか、お

答えいただければと思います。 

 それから、最後なんですけど、以前から

お話してたんですが、私が、ランドセルが

倉庫にたくさん余っているというお話を

したときに、できたらランドセルの色を黄

色に変えたらどうかというような提案も

させていただきました。今現在、この市内

で、多分あれから１年２年経っていると思

いますんで、このランドセルの在庫状況、

もう一度確認させてください。平成２４年

までは私の手元にございますので、今の在

庫状況を確認させてください。よろしくお

願いします。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援課にかかるご質問にご答弁を申し上

げます。 

 まず、８４ページ、児童発達支援事業に

つきましてのご質問にお答えいたします。

平成２４年度に、児童福祉法の改正に基づ

きまして、本事業がスタートしたわけでご

ざいます。委員からご質問ございましたよ

うに、全国的に利用件数、それから支給金

額等伸びてきております。事業全体で申し
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ますと、平成２４年度の月当たりの平均利

用者数が１２３名でございましたが、平成

２５年度には１６９名、それから昨年度、

平成２６年度は２２８名となってきてお

ります。 

 また、ご質問ございました放課後等デイ

サービス、こちらのほうは、就学している

子どもさんが対象の事業でございますけ

れども、月当たりの平均利用人数につきま

しては、平成２４年度が５９人、それから

平成２５年度が７９人、そして昨年度、平

成２６年度が１２８人というように伸び

てきております。 

 また、その決算額につきましては、平成

２４年度が３，８７６万２，０００円。平

成２５年度は８，７６２万６，０００円。

昨年度、平成２６年度は１億８１３万２，

０００円というように伸びてきておりま

す。対前年度比で申しますと、平成２６年

度は１２３％の決算額の伸びとなってお

ります。 

 他市の状況を見てみますと、昨年度秋の

時点での決算見込みということですけれ

ども、他市も本市より伸びが非常に多いと

いうことでお聞きしておりまして、１３

０％から１８０％ぐらいのところが多く

ございます。 

 本市につきましては、こういった中で、

仕組みといたしまして、介護保険のケアマ

ネジャーに該当する相談支援の事業につ

きまして力を入れておりまして、このケア

マネジャーの部分の事業を導入すること

によって、適正な給付となるように心がけ

ているところでございます。 

 平成２６年度末の時点で、この相談支援

を利用しての計画をつくってのサービス

提供というのが、大阪府下の平均で約５

０％となっておりますけれども、本市では

９９．６％と、府下でも断トツの飛び抜け

て高い数字になっております。ただ、その

ような状況でも、これだけの伸びを示して

いるというのが現状でございます。 

 就学前の児童につきましては、年齢の幅

が一定限られておりますので、これ以上大

幅に伸びるというのは想定できませんが、

この放課後等デイサービスにつきまして

は、今後とも増加する要因がまだまだある

と考えているところでございます。 

 次に、安全対策事業のところでご質問が

ありましたボランティアなどに対しての

取り組みということでのご質問にお答え

いたします。本市におきましては、さまざ

まな見守り活動を、さまざまな機関がして

いただいております。ご質問がございまし

た小学校・幼稚園の学校受付員の配置を初

めといたしまして、スクールガード・リー

ダーによる巡回指導でありましたり、青色

防犯パトロールカーでの巡回、交通専従員

の配置、こども１１０番の家、またセーフ

ティパトロール隊、子どもの安全見守り隊、

民生児童委員協議会によるボランティア

活動による見守りなど、さまざまございま

す。 

 本市におきましては、こういった方々が

個々にそれぞれ見守り活動を行うのでは

なく、情報共有が必要であると考えており

まして、平成２４年度から地域防犯研修会

の取り組みを実施いたしております。年間

１回ということでの開催ではございます

けれども、平成２４、２５、２６年度連続

して実施をしてきております。平成２４年

度におきましては、大阪府警本部よりご説

明をいただきまして、子どもの安全見守り

隊活動の進め方といった内容を実施させ

てもらいました。また、小学校区ごとでの

意見交換をしてきております。平成２５年
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度におきましては、同じく子どもの安全見

守り隊活動につきましてのご説明のほか、

校区からこども１１０番の家のウォーク

ラリーの取り組みの紹介などもしていた

だいたところでございます。平成２６年度

におきましては、摂津警察署より、市内の

犯罪の発生の状況、それから青少年指導員

連絡協議会の取り組み紹介等をしていた

だいております。 

 今後も、このような場面におきまして、

地域の方々に対しても、さまざまな活動内

容の取り組みの紹介でありますとか、どの

ようなポイントで見守っていただくのが

よいのかといったことを情報提供してま

いりたいと考えております。 

 次に、学童保育とわくわく広場との連携、

いわゆる放課後子ども総合プランにつき

ましてのご質問にご答弁申し上げます。１

５４ページになります。放課後子ども総合

プランにつきましては、国のほうで、本市

でいうところの学童保育とわくわく広場、

これを一体的に事業を実施するようにと

いうことで進めているものでございます。

その背景としましては、学童保育になかな

か入れなくて、就労ができないといったこ

とが要因としてあるということで聞いて

おります。本市におきましては、学童保育

それからわくわく広場、それぞれ実施形態

が非常に異なっております。ご承知のとお

り、学童保育は毎日の実施でございますけ

れども、わくわく広場につきましては、週

１回水曜日のみの実施となっております。

また、学童保育につきましては、専任の指

導員を置いておりますけれども、わくわく

広場につきましては、地域の方のボランテ

ィアによる協力のもとに成立していると

いう事業になっておりまして、成り立ちが

全く違うという背景がございます。この中

で、どのような形で連携をしていけばよい

かというのを、私ども子育て支援課のほう

で両方とも所管しておりますので、検討し

ているところでございます。今、保護者の

方から要望が非常に多い事項としまして

は、学童保育の子どもさんがわくわく広場

に行った場合、一旦学童保育を離れたと見

ますので、そのあと学童保育に復帰してい

ただくというのは、今のところはしていな

いという現状がございますけれども、こう

いったことを可能にして、それぞれ行き来

できるようなところからまずはスタート

していきたいと考えているところでござ

います。またそのために、学童保育それか

らわくわく指導員の連携をとっていきた

いと考えているところでございます。 

 次に、学童保育の延長保育、また民間委

託についてのご質問でございます。本市の、

第５次行政改革におきまして、延長保育等

のサービス向上を進める検討を行い、経費

面・サービス面を分析し、学童保育室の運

営を順次委託しますと記載をさせてもら

っております。ロードマップにおいては、

平成２９年４月より一部実施するという

ことにさせてもらっているところでござ

います。 

 大阪府内他市においては、箕面市、大東

市、門真市、大阪狭山市、阪南市、それか

ら東大阪市、吹田市、こういったところで

委託をされていると把握をしております。

吹田市におきましては、今年度、平成２７

年度から新しく小学校が１校開設になり

ましたけれども、そちらのほうで民間委託

をされているとお聞きをしているところ

でございます。 

 こういったところの情報を集めまして、

どのような方法がよりよいかというのを、

現在模索しているところでございます。可
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能な学童保育室から順次委託することを

想定しておりますけれども、直営で運営す

る部分につきましても、公平な市民サービ

スの提供という観点からは、委託箇所と同

様のサービスが必要と考えており、その実

施方法も合わせて、検討をしていきたいと

考えております。平成２９年度からの委託

の実現に向けて、さらに研究していきたい

と思っております。 

 同じく、１５４ページ、地域学校連携活

動支援事業、いわゆるすこやかネットの取

り組みに対してのご質問でございます。本

事業につきましては、各中学校区単位で組

織していただいております地域教育協議

会（すこやかネット）の活動を支援するも

のとなっております。ゼロ歳から１５歳の

連続した育ちを支え、顔と名前の一致する

人間関係づくりを構築するために実施を

していただいている事業となっておりま

す。先ほど、水谷委員のご質問でもお答え

いたしましたように、各中学校区でさまざ

まな活動を展開していただいており、清掃

活動、ミニコンサート、親学習、見守り活

動など、さまざまな内容を実施していただ

いているということで認識しております。 

 また、平成２６度につきましては、大阪

府教育委員会主催の三島地区での研修会

を、本市が会場を提供して実施をさせても

らいまして、本市からもコーディネーター

が多数参加し、他市の取り組みや紹介を、

グループワーク等を通じまして、さまざま

な事例にふれることができた状況でござ

います。 

 また、本事業につきましては、実行委員

会形式としておりますけれども、その実行

委員会の中でもさまざまな先進事例の取

り組み等もご紹介させてもらってきたと

ころでございます。 

 今後も、活動内容の周知をさらに行うと

ともに、各中学校においての活動の理解を

していくため、現在実施しております実行

委員会の取り組みなども、さらに推進して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 ８４ページ、民

間保育所入所承諾事業につきまして、ご答

弁させていただきます。保育士等処遇改善

臨時特例事業補助金でございますけれど

も、保育士の人材確保対策を推進する一環

として、保育士の処遇改善に取り組む保育

所への援助施策として、保育所運営費の民

間給与改善費というのを基礎に、処遇改善

加算率に応じた補助金を交付しているも

のでございます。当該年度の職員さんの平

均勤続年数によりまして、区分が決定され

ることとなっており、それに応じた補助金

額が交付されるのですけれども、年度当初、

私どもも民間保育所さんから職員さんの

状況、平均勤続年数を把握する中で予算組

みをしておりました。結果的に、実績的に

は当初予測より平均勤続年数が少なけれ

ば、加算率が低くなるといった仕組みでご

ざいますので、年齢構成が変わったという

ことで、残額が発生したという形でござい

ます。 

 次に、メール配信システムの件でござい

ます。地域の方への啓発、登録を推進する

取り組みでございますけれども、先ほども

ご答弁させていただいてましたように、保

護者に加え、やはり地域の方々にさまざま

な情報を共有していただくというのは、こ

のメール配信システムの有効な活用の一

つになると考えております。先般の校長会

でも、このメール配信システムについて、

保護者の方の登録率が低い状況でござい
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ますので、再度周知をし、登録していただ

くための保護者用のビラを配付させてい

ただくことをご説明させていただいて、併

せて地域の方への登録を啓発するような

チラシの作成についても考えているとい

ったご説明をさせていただきました。地域

の方への登録につきましては、今のメール

配信システムでは、一つの地域の括りでご

ざいますけれども、今のような形がいいの

か、例えばもう少し細分化して、地域の中

でも民生児童委員さんであったり、交通専

従員さんであったり、セーフティパトロー

ル隊といった、そういった小さな区分をつ

くって登録してもらうやり方がいいのか、

どのような形で地域の方に周知して登録

をしてもらうのか、実務的には、教頭先生

が実務を担っておられる部分も多いです

ので、来週の教頭会の中で時間をとってい

ただいて、具体的に運用していただく中で、

どのような形が効果的なのか、地域の方に

も周知ができるのか、ご意見を聞きながら

取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 それでは、学校教育

課に関しますご質問にお答えいたします。 

 まず、教育相談事業でご質問がございま

した不登校の児童生徒数でございますが、

平成２６年度につきましては、年間３０日

以上不登校という枠組みで欠席した児童

生徒が小学校で４８名、中学校は１００名

でございました。小学校については、増加

いたしておりますが、中学校におきまして

は、前年度、平成２５年度よりも減少をし

ました。 

 現在、今年度、平成２７年度の１学期に

１０日以上休んだ小学生は４９名、中学生

は８１名でございます。 

 それから、スクールソーシャルワーカー、

福祉との連携、あるいは集団づくりの取り

組み等のご質問でございますけれども、不

登校等のいろんな課題を抱えた児童生徒

に対して、スクールソーシャルワーカーと

学校が連携いたしまして、その課題のある

児童生徒へのアセスメントを行いまして、

ケース会議を開きます。また、ケース会議

を開く中で、家庭への支援が必要であった

り、あるいは学年づくり、あるいはクラス

の中でどういうような取り組みが有効で

あるかというようなことをプランニング

いたします。そのように、福祉機関とつな

いだり、学校や行政、それから保護者、地

域を巻き込んで、相対的にいろんな取り組

みを再構築するというようなことが一つ

の SSW の取り組みなんですけども、その

中で、保護者や家庭・地域の啓発につきま

しては、ホームページや、あるいはいろん

な子育てについての啓発リーフレットで

ございますとか、そのような取り組みを展

開するということでございます。 

 すいません、始めにいじめの問題が抜け

ておりました。いじめ問題対策委員会の委

員につきましては、市来委員のご質問でも

ございましたが、弁護士の方１名。それか

ら学識として大学の教授が１名。それから

スクールソーシャルワーカー等でも活躍

されている社会福祉士、この方は学識とも

兼ねておりますけれども、この方が１名。

それから、臨床心理士の方が１名。そして、

本市の退職校長が１名でございます。 

 それから、子どもを守るサイバーネット

ワークに関しましては、これは大阪府教育

委員会、大阪市教育委員会、ですから、府、

市、それから市町村、あるいは学校も含め

てですけども、私立の学校全て含めた学生、

小中高校生等におきまして、インターネッ
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ト上のいろんなトラブルですとか、そうい

うことに一体的に対応しようということ

で、これらの教育機関とそれから法務局等、

いわゆる行政の機関、それから警察、それ

から電信会社ですとか、あるいは知見を与

える意味で大学ですとか、そういう府全体

で、インターネットの問題について連携を

図りながら取り組んでいこうという、ネッ

トワークでございます。直接、本市のいじ

め問題対策委員会とはかかわりはござい

ませんが、摂津市のいじめの中に、インタ

ーネットにかかわるトラブル等が発生し

て、例えば書き込みの削除の必要が出た場

合には、こちらのネットワークに相談いた

しまして、いろいろ協力・連携しながら対

応ができるという仕組みでございます。で

すので、直接のかかわりはございません。 

 続きまして、部活動のガイドラインにつ

きましては、策定作業が遅くなっておりま

して、大変申しわけございません。現在の

ところ、大体の原則の原案を練りまして、

そのガイドラインの項目と申しますか、目

次を全部整理し直しまして、学校の管理体

制をつくる問題、あるいは部活動の管理運

営をどういうふうに心がけるか、それから

指導の際の留意点等の課題を整理しまし

た。この案を、教職員のいろいろな意見、

それから保護者、地域の方々や知見者の

方々の意見をお伺いしながら固めていき

たいと考えているんですけども、いろんな

意見の集約の仕方についてこれから着手

するという段階でございます。 

 続きまして、学力向上支援事業につきま

して、本市の学力向上支援事業は、先ほど

もございましたが、中学校に学力向上支援

員を派遣するという事業でございます。国

のほうにございます学力向上支援事業と

名称が同じなんですけれども、関連はござ

いません。 

 続きまして、スクール・エンパワーメン

トに関してなんですけれども、予算面で申

しますと、支援員の派遣に対する報償費と

いうことになりますけれども、そもそもの

このスクール・エンパワーメント推進事業

と申しますのが、大阪府教育委員会より、

いろいろと解決しなければならない課題

のある学校が指定を受けまして、学校一体

となった学力向上の取り組みを図ってい

くという、そういう事業なんです。昨年度

は、第二中学校と第五中学校がこのスクー

ル・エンパワーメント推進校として指定を

受けて、学校として一致した取り組みをつ

くろうということで、いろいろ府教委と市

教委連携しながら、学校支援をしてまいっ

たということでございます。 

 今年度は、第二中学校は別途アクティ

ブ・ラーニングの推進校ということに転換

いたしましたので、新たに第四中学校でこ

のスクール・エンパワーメントの事業を受

けまして、今、第四中学校と第五中学校で

いろいろと取り組みを進めているところ

でございます。 

 目標設定のご質問がございましたけれ

ども、府としては、将来的にいろんな学力

向上の指標として、全国学力学習状況調査

の数字を挙げておりますけれども、現在取

り組んでおります第四中学校・第五中学校

におきましては、いろんな取り組みの成果

をはかることに、全国調査を指標にするこ

とがございますけれども、あくまでも目標

といたしましては、単年度で、今年度の目

標として、学校として授業のスタイルを統

一した形、ある程度スタンダードをつくっ

て取り組むでございますとか、それから自

主勉強をするような家庭学習習慣をしっ

かり定着させるために、どの学年も一致し
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て取り組もうですとか、あるいは授業づく

りについて、全教職員で研究授業を行いな

がら取り組んでいくことでありますとか、

教職員が同じ方向を向いてしっかり学力

向上に取り組んでいこうという、そういう

ようなことを今年度の目標として設定し

てやっているところでございます。 

 最後に、修学旅行についてなんですけれ

ども、小学校におきまして、質問にござい

ましたように、新幹線を利用する場合、バ

スを空のまま、荷物だけ乗せて目的地へ向

かうというようなことがございます。主に

は、その日の活動時間を増やすための時間

短縮の側面と、それから車酔い等、長時間

の車乗についての配慮等もあるんですけ

れども、今年度、全１０小学校がその措置

をとったかどうか確認ができておりませ

んので、また確認したいと思います。 

 業者につきましては、どの小学校も中学

校も、３者か４者以上の会社の企画書を受

けまして、プレゼンによりますプロポーザ

ル方式をとっております。学校によりまし

ては、値段のみで入札というような形で行

っている学校もございます。実際に、今年

度の業者につきましては、小学校は大体３

社、それから中学校は５つとも別の会社で

実施をしております。来年度につきまして

は、まだ未定のところもございますけれど

も、小学校でも５社になっております。い

ずれも、毎年１年ごとにプロポーザルを行

いまして、業者の選定を行っているという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 １回目の答弁はまだ続

きますが、暫時休憩いたします。 

（午後３時 ４分 休憩） 

（午後３時３３分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 撰田課長。 

○撰田教育支援課長 １３６ページ、適応

指導教室事業にかかわりますご質問にご

答弁申し上げます。 

 平成２５年度より減額ということでご

ざいますが、その内容は、さわやかフレン

ドの大学生ボランティアの費用弁償が減

になっていることからの減額でございま

す。 

 これは、事業自体が後退したものではな

く、この学生の資格といたしまして、教員

を目指す者の、あるいは心理を専攻してい

る者という条件で募集をしておりますが、

近年、近隣でもそういうことが学べる大学

が増えましたことから、交通費等が以前に

比べてすごく抑えられるような状況とな

ったことから、減額に至っているというこ

とでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、決算概要１４

８ページ、中学校給食導入事業に係ります

ご質問にお答えいたします。 

 先ほど水谷委員からのご質問にござい

ました利用率につきましては、平均５５％

ということでお答えさせていただいてお

ります。利用率については、喫食率という

ふうにご理解させていただいております

けども、１学期現在６．５％の喫食率とい

うふうになっております。これは５中学の

平均でございまして、一番高い学校で１

２％となっております。 

 続きまして、決算概要の１３４ページ、

新入学用品支給事業に係りますランドセ

ルのご質問でございます。 

 現在の在庫状況についてということで

ございますが、平成２４年度以前の在庫で

申しますと３２９個ございまして、現在、
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紺色と赤色の２色で、各学校に各色１０個

ずつの予備を配布させていただいており

ましたが、平成２５年度以降、各校に各色

１個ずつの予備に減らしております。平成

２５年度が４８個、平成２６年度が５３個

で、現在の総数としましては４３０個の在

庫がございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 文化スポーツ課

全般の委託事業に関するご質問に関しま

してご答弁申し上げます。 

 文化スポーツ課に係りますイベント等

のうち委託契約を締結いたしまして実施

いたしているものは、１５事業ほどがござ

います。 

 その中で、文化スポーツ課、教育委員会

が事務局となっておりますものが、摂津市

美術協会、摂津市体育協会、ふれあいマラ

ソン実行委員会、スポーツ推進委員協議会

の４団体がございます。 

 また、団体の印鑑についてでございます

けれども、事務局が文化スポーツ課となっ

ている団体の印鑑は文化スポーツ課が事

務局として全て保管しております。 

 ただ、文化スポーツ課が事務局と規約・

会則上なっていない団体でも、演劇協会と

文化連盟については、文化スポーツ課のほ

うで印鑑を保管しております。 

 なお、契約書の作成でございますけども、

相手方が全て市民で構成される団体とい

うこともございまして、その作成は文化ス

ポーツ課で行っているところでございま

す。 

 次に、音楽祭の委託料の根拠でございま

すけれども、音楽祭も当該委託で実施して

いる事業の一つでございます。これにつき

ましては、委託先のほうから見積書を徴収

いたしまして、計算していただいた金額を

予算要求し、予算化させていただいている

ところでございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、生涯学習

課に係ります２点のご質問についてご答

弁させていただきます。 

 決算概要１５６ページ、こども会育成事

業の件につきまして、その広報啓発につき

ましてどんなことをしたのかということ

についてのご質問でございますが、平成２

６年度におきましては、平成２７年３月１

５日号広報におきまして、２面の約半ペー

ジを使いまして、こども会入会に関する啓

発記事を掲載させていただいております。

タイトルは、「こども会に入ってともだち

をいっぱい作ろう！」ということで、内容

といたしましては、各単位こども会におけ

る活動内容やこども会は何か、また、こど

も会に入ってよかったこととは、こども会

に入るには、こういったことを記事として

掲載させていただいております。 

 平成２７年度におきましては、この特集

記事につきまして、継続して再度掲載させ

ていただくことに加えまして、現在、こど

も会育成連絡協議会と今後の対応につい

て協議等をしておりますが、より直接的な

啓発、具体的に言いますと、例えば学校に

ですね、全児童に対して啓発チラシを配る

というようなことを検討させていただい

ております。 

 続きまして、青少年指導員につきまして、

青少年保護育成条例に基づいた活動につ

いてのご答弁をさせていただきます。 

 青少年指導員の活動の中に、大阪府青少

年社会環境実態調査というものがござい

ます。これは毎年度実施されているもので、
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市内の図書類を扱う店舗、また立ち入り制

限施設、また図書等の自動販売機、この３

点につきまして、大阪府青少年健全育成条

例に準拠した運用がなされているかどう

かを各市の青少年指導員が現地調査、立入

調査をしてその調査報告を大阪府へ報告

するという事業になっております。 

 これは大阪府から大阪府青少年育成連

絡協議会への委託事業でございまして、大

阪府青少年育成連絡協議会から各市町村

の青少年育成連絡協議会へ事業がおりて

きまして実施されるものでございます。 

 これらの調査結果につきましては、毎年、

大阪府社会環境実態調査結果として公表

されているものでございます。この中には、

大阪府青少年健全育成条例に規定のあり

ますとおり、例えば、有害図書が通常の一

般図書と区別して陳列されているか、もし

くはカラオケボックスやボーリング場、漫

画喫茶、インターネットカフェなどの立ち

入り制限施設において、夜間、青少年が立

ち入らないように店が適切な指導を行っ

ているかどうか、また、書籍等の自動販売

機に対して販売機の中が容易に見えない

ようなしかけになっているか、また身分証

を判読する装置、例えば免許証を入れて未

成年じゃないということを機械側が判別

するような装置が必ず設置されているか

どうかなど、そういった大阪府青少年健全

育成条例の規定に則した運用がなされて

いるかどうかということを調査しており

ます。 

 そういった意味では、全て条例の運用に

則した調査を行っているということで、条

例につきまして理解した上で調査してい

るものと考えております。 

 また、新任の青少年指導員につきまして

は、その委嘱時に大阪府の青少年健全育成

条例を配付させていただきまして、ご一読

くださいという形で配付させていただい

ておりますので、青少年指導員の業務に関

しましては、大阪府青少年健全育成条例を

理解した上で実施していただいているも

のと理解しております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 大澤委員。 

○大澤千恵子委員 そうしましたら、児童

発達支援事業につきまして、ページ数８４

ページ、２回目の質問をします。 

 ご説明いただきましたように、非常に放

課後等デイサービスの事業が増えている

ということで、大阪府の許可が要りますの

で、大阪府と摂津市とで連携をとりながら、

余りにも行き過ぎた形にならないように、

やはりそこはしっかりと見届けていって

いただきたいと思っております。 

 これは前回もお話をしました。ただ、１

２３％ということですので、やはり余りに

もどんどんどんどんでき過ぎてしまうと、

ある意味、グレーゾーンのお子さんもそち

らのほうにきっと回っていくような形に

流れているのかなとも思っておりますし、

そのあたりはしっかりと見きわめて行っ

ていただきたいと思っております。 

 それから、２番目の保育士の処遇改善補

助金ですね。 

 勤続年数が低いということで予算のほ

うがうまくかみ合わなかったのかなとい

うふうに思っております。実際何人ぐらい

実績報告書が提出されたのかということ

をお聞かせいただきたいなと思います。 

 これを執行しているということは報告

書が上がってきているということですよ

ね。市内の保育所の地域別にわかればあり

がたいです。 

 それから、続いて、安全対策事業なんで
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すけども、安全対策事業につきましては、

先ほどご説明いただいたんで、あらゆると

ころで子どもの安全対策で非常に重要だ

と思っております。ただ、私も、朝、見守

りに立っているんですけども、時々奇妙な

声を発して車が通り過ぎたりとか、子ども

のほうにふらっと来るような、スピードを

出していた車が突っ込みそうになったり

とか、そういったことがやはり多々ありま

す。そういったときにどういうところに言

っていいのかということを結構言われる

んですね。見守り隊の方たちが警察に言っ

たらいいのか、市役所に言ったらいいのか、

学校の先生に言ったらいいのか、誰に言っ

たらいいのかというのがよくわからない

とおっしゃるんです。私が立っているとき

には私も警察のほうには連絡とかは入れ

ますけれども、ただ、そういった本当にボ

ランティアでやっておられる方がどうい

ったところに連携していくのかというと

ころは、ある程度把握したいなと思ってい

らっしゃるみたいです。 

 特に、例えば事故に巻き込まれたときに、

子どものかばんを見て、子どもの住所や名

前を見ようと思っても、個人情報保護法で

見られたら困りますというような親御さ

んがいたりとか、学校側も、かばんを勝手

にあけないでくださいと言われたりする

ことがよくあるらしいんですね。だから、

そういった細かいところをしっかりとボ

ランティアをされる方々にもある程度、何

か書いたようなものが配付されると非常

によりよいのかなと思っておりますので、

このあたりはまた努力していただきたい

と思います。 

 お金をいただいている方はある程度研

修はできると思いますけども、ボランティ

アの方々はただ単に少し立っていたりと

か、信号無視して渡ろうとした子をとめよ

うとしたときに、曲がってきた車に当たり

そうになったりとか、そういったことがあ

りますので、そのあたりをしっかりと何ら

かの形でアクションを起こしていただけ

ればと思っております。 

 それから、いじめ防止対策推進事業なん

ですけど、先ほどご説明いただきました大

阪の子どもを守るサイバーネットワーク

とは、ここは余り関係ないですとおっしゃ

っていたんですけどね、そういったところ

と連携をとらないと、ここ単独で、例えば

インターネットの弊害とかメールとかの

弊害でも、調査しないといけないときもあ

ると思うんです。こういったところはまる

でノータッチというのが私は違うかなと

思うんですが、そこは全くインターネット

に関してのいじめというか、そういった中

で行われていることに関しては私たちは

ノータッチでというような形なのか、そう

でないんであればきっちりと連携をとり

ながら、やれることはしっかり手を結びな

がらやっていただきたいと思うんですけ

ど、そのあたりをご答弁をいただきたいと

思います。 

 それから、さわやかフレンドの確保の件

なんですけども、非常にいい事業で実績も

上がっているというようにお聞きしてい

ます。交通費の関係だということで、人数

は同じなんですね。わかりました。 

 適応指導教室で、なかなか学校に行けな

い子どもたちがそういったところで駆け

込みというか、できる場所があれば非常に

ありがたいので、不登校の数も年々増えて

いるように感じます。これは家庭の問題も

ありますし、個人の問題もありますし、さ

まざまな問題があるので、なかなか一つの

事例だけでは片づかないというところが
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ありますので、こういったところも含めて、

先ほどお話ししましたように、福祉部局と

しっかりと連携をとりながらやっていた

だきたいと思います。これは要望にさせて

いただきます。 

 それから、部活動の件でございますけど、

部活動のガイドラインに関しまして、先ほ

ど教職員にも聞きながら固めていきたい

なとおっしゃったんですけど、実際やはり

スピードが遅いかなと思います。部活動の

問題に関しましてもね、私は一般質問で何

度もお話をさせていただきました。しっか

りと部活動のあり方を周知、学校の先生た

ちでもそうですし、保護者の方たちもそう

ですし、周知していかないと、また同じよ

うなことが起こったり、それから保護者の

トラブルが起こったり、また子どものクラ

ブ活動のあり方、こういったものもいろい

ろ外部のクラブ活動との兼ね合いとかも

ありますのでね、しっかりと固めていただ

きたいと思います。 

 それに関して、現状のクラブ活動がどう

なっているかということを実際調査され

ていますかね。 

 例えば、先日も二中のバスケット部を見

ましたら５人でした。女子のバスケットボ

ール５人。５人で１人休んだら試合にも出

られない状態であります。そういった実際

のクラブ活動の現状も、どこのクラブが今

どれぐらいの人数で、どういったクラブが

人気で、どういったクラブ活動が活発で、

そのクラブ活動が例えば遠征に行くとき

にはどのようにしているのか。保護者の車

に乗っているんだったら、前回も言いまし

たけど、保護者の車に乗って、もし事故が

あったときの責任はどこにあるんだ、こう

いったことも含めて、やはり早急にガイド

ラインをつくっていく必要があるという

ふうに何度も申し上げておりますので、や

はりそれに関しては早急に部活動ガイド

ラインを私はつくっていただきたいと思

っておりますので、これも何度もお話をし

ておりますから、急いでいただきたいなと

思っております。 

 中学校の外部指導員の派遣の現状も把

握させていただきましたが、外部指導員、

ほとんど先生方のＯＢさんがやっていら

っしゃる方が多いです。全くの外部指導員

というのは１名だけです。ですから、やは

りほかの外部指導員の方々が実際にクラ

ブ活動をやっていただけるような意思の

ある方がいたときに、やはりクラブ活動を

強くしたいのか、それとも先生方の忙しさ

の間にちょっと見とくだけなのか、そうい

ったことも含めて考えていただきたいと

思っております。 

 教育委員会がある程度指針を出さない

と、外部指導員が行っても、余り厳しい練

習をし過ぎると子どもたちはやめてしま

う。緩い練習をすると強くならない。何を

重点に置くのかということをもう一度し

っかりと考えていただいて、この部活動ガ

イドラインを、やはり私たちは視察も行っ

ておりますので、しっかりと構築していた

だきたいと思っております。 

 それから、先ほど学力向上支援事業それ

からスクール・エンパワーメントの推進事

業、休憩中にお話をお伺いしたんですけど

も、改めて再度ご説明のほうをいただきた

いと思います。 

 先ほどお聞きしましたけれども、改めて、

この事業はどういう事業なのか、大阪府と

の兼ね合いはどうなのかというところを

しっかりとお話ししていただけたらと思

います。 

 それから、文化スポーツ課の件でござい
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ます。 

 私は、今回、契約のことで一般質問でも

かなり厳しいことをお話しさせていただ

きました。委員会のほうでもしっかりとそ

れについてはお話をしていきたいという

ことで、今回、さまざまな契約書の中身を

見させていただきました。一般質問の中で

もお話ししましたように、まず日にちが違

うものが、印鑑として押されていた。それ

から、例えば、体育協会ですね、先ほど挙

げていただきました事務局が預かってい

るうちの一つ、この体育協会が請け負って

いる委託料を各連盟にお支払いする際の

領収書には印鑑が全くないものがありま

した。もちろん印紙がないのもあるんです

けども、とにかく請求書を見ても市長の名

前が請求書に挙がっている。だから、委託

という観点がかなり抜け落ちたような書

類ばかりであると思っております。 

 仕様書に金額も何も書いていないとい

うのもありました。実際、この文化スポー

ツ課が業務ぱんぱんなのかなというふう

にも思いますし、なおかつ、きっちりとこ

の中身を見ていないんじゃないかなと。 

 私、この間も申し上げましたけども、仕

様書の中身に書いている報告書、３か月以

内とか６０日以内に報告書を出さないと

いけない。これも日にちが半年過ぎていた

りとか、年度をまたいでいたりとか、こう

いったことが実際にあります。 

 私、議会でも言いましたけど、こういう

文化スポーツ課のような市と一緒にやっ

ていく事業に関しては、委託というのはそ

ぐわないんじゃないかというお話もさせ

ていただいたと思います。これは文化スポ

ーツ課だけではないんですけども、今回、

文教常任委員会なので、文化スポーツ課に

対してお話をさせていただきたいと思っ

ているんですけども、余りにもずさん過ぎ

る。これは市民の税金を使っているわけで

すから、もっとしっかりとやはり把握して

いかないといけないですし、事務局を預か

っているということは、やはりそこの団体

の代表と同じ気持ちでこのお金を運営し

ていかないといけないということだと思

います。 

 これを全部見たわけではありませんけ

れども、全く契約書も同じ様式で、同じ形

なんですね。２枚重ねたら、名前だけが違

って同じような契約書。多分、フォーマッ

トでされているんだなと思うんですけど

も、やはり委託の部分に関しては、委託契

約書はつくってもいいですけど、しっかり

名前を書いていただくとか、印鑑を預から

ずに会長に押していただくとか、そういっ

たことをやっぱりしていただきたいなと

思います。 

 これ、正直、私は議会でお話ししており

ますのでね、この内容について監査請求さ

れても文句言えないと思うんです、実際、

それぐらいのことだということを私はど

う認識しているのかなということをもう

一度最後ここで文化スポーツ課にお聞き

したいと思っております。 

 もう多分おわかりになっているはずな

んですね。私が持っている以上に、ほかに

もあるんじゃないかと。これも憶測ですけ

ども、私がいただいた以上にたくさんの不

備があるんじゃないか。出していない事業

報告書なんかもたくさんあります。出され

ないといけないものに関しても出してい

ない、こういったこともたくさんあります

ので、この点について、今後どのように改

善をしていくのか、そして、またこの委託

に関して文化スポーツ課はどのように考

えているのか。 
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 なかなか市民団体さんに移行ができな

い部分もあるかとは思うんですけども、例

えば、それでしたらどれぐらいの期間を持

ってそれをきっちり移行していくのか。体

育協会に関していうと、本当に余りにも私

はひどいなと思っております。体育協会の

ことは後でまた聞きますけども、今、文化

スポーツ課としてはどのようにこのこと

について考えられているのかということ

をお聞かせいただきたいと思います。 

 また、教育長もこういった現状をどのよ

うにお考えなのか、今のこの契約について

は、教育長もご存じだと思いますので、ど

のように改善していくべきなのか、教育長

のお考えもお聞かせいただきたいと思っ

ております。 

 それから、音楽祭の開催事業については

同じですので、結構でございます。 

 それから、学童の保育事業に関してです。 

 先ほど民間委託も検討していくという

お話もしていらっしゃいました。学童の保

育時間もロードマップに平成２９年度か

ら延長を考えているというようなお話も

ありましたので、ただ、平成２９年度から、

もし民間委託をしていくにしても、やはり

ある程度の準備というのは必要ですし、ど

ういう形で私は民間委託していくのかは

まだわからないですけども、ふたをあけた

らもう出来レースのような形にならない

ように、そして、やはり子どもたちのため

にどういった形の民間委託が本当にいい

のかどうか、それからこの摂津市にとって

民間委託が本当にいいのかどうかという

こともあわせて、今のうちからしっかりと

なぜなのかというところを考えていかな

いといけないと思うんです。 

 学童保育の時間が長くなれば長くなる

だけ、私は、子どもを預けるお母さんたち

がもっと仕事をしようと思って、子どもと

接する機会が少なくなるのかなという懸

念ももちろん持っているんですけども、た

だ今の社会状況から考えれば、働くお母さ

んのためには、少しやはり長いほうがいい

のかなという考えももちろんありますの

で、いろんな考えがこの学童保育の中には

含まれていると思いますので、もう少し早

目早目の計画を練っていただいて、民間委

託にするにしても、しないにしても、しな

いというのはないと思いますけど、今、掲

げられているので、ただ、どういう形でし

ていくのかということをやはり私どもに

もご提示いただきたいと思います。それに

ついて、もう少しスパン的なものを教えて

いただければと思います。 

 それから、地域学校連携活動支援事業な

んですけども、この地域学校連携活動支援

事業、これもすこやかネットを各５校、一

生懸命されていると思うんですね。ただ、

いつも思うんですけど、校長先生は来はる

んですけど、先生方って余り来られてない

んですね。先生方と地域を結ぶ支援事業だ

ということであるならば、何らかのかかわ

り、例えば五中では、たこあげのときは来

てくださっているのかな。ほかのところは

みえないんですけども、地域と先生たちが

もっともっと触れ合えるような、そういっ

たことを、仕掛けをしていただきたいと思

っております。 

 私ね、先ほども言いましたけど、見守り

隊で立っておりましたら、１５日だけは学

校の先生が出てこられるんですね、見守り

隊で。そのときに横断歩道の向こうで会っ

ても挨拶もされない先生方がいらっしゃ

るんですね。誰っていう感じですね。だけ

ど、黄色いジャンパーを着ているんですか

ら、やっぱり挨拶もしていただきたいです
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し、一言で、いつもありがとうございます

っていう声かけ一つで全然違うと思うん

ですね。ですから、一般の先生たちが地域

のことをやはり知らなさ過ぎる。ですから、

もっともっと交流を持たないと、学校の中

にも地域って入っていけないんじゃない

かなと思います。ですから、こういった支

援活動の事業に関して、私、以前言いまし

たとおり五中の空き教室を開放していた

だきたいと。それをすこやかネットは望ん

でいらっしゃると。校長先生たちともお話

をさせていただいて、その方向で動いてい

るということをお聞きしているんですけ

ども、学校の中に地域が入っていくのを嫌

がっている先生がいるのかどうか私には

わからないですけど、何とか地域の力をか

りて、もっともっと学校をよくしていくと

いうのが今の時代の流れですので、そうい

った取り組みをもっとしていただきたい

と思いますけども、このすこやかネットに

ついて、今後どういうふうになればもっと

もっと連携が図れるのかというところの

お考えをお持ちでしたらお聞かせいただ

きたいなと思います。 

 ホームページとかリーフレットでどう

いうふうにやりはるのかわからないんで

すけど、もしわかる範囲で結構なんで、来

年度のことお話しさせてもらったらと思

います。 

 それから、こども会の育成事業でござい

ますけども、広報のほうに載せられたとい

うことで、私も見たような見てないような

感じですけど、それでこども会の入会率っ

て上がりましたか。 

 こども会の入会率が上がったんだった

ら上がってお答えいただいたらいいと思

うんですけど、なかなか現実は、地域の

方々がこども会に入る存在意義というの

が本当になくて、自治会とセットであるか

ら、自治会とこども会単独で入れませんよ

ね。自治会があってこども会。自治会には

入りたくないから、こども会に入る必要性

というのが、なかなか皆さん嫌がっている

というのが現実なんですね。どういう形で

こども会に誘うのがいいのか。こども会に

入ることが市役所としてのその意義みた

いな、こども会に入ってどういうことを望

んでいるのかということがちょっとよく

わからないんですけど、市役所側からこど

も会に入る意義というのはどういったと

ころにあるとお考えなのか、お聞かせいた

だけたらなと思います。 

 総合型クラブ支援事業、新規でされてい

ると思うんですけども、せっつブルーウィ

ングスさんがされているということで、要

は、旧味舌スポーツセンターの管理をされ

ているということです。 

 もともと総合型クラブ支援事業という

のは、正直、高齢者の方々も世代を超えて

スポーツを楽しもうという、そういった目

的で国のほうから推進されていると思う

んですけども、福島県の双葉町なんですけ

ど、そこは先進で、ＮＰＯ法人がやってい

るんですけどね、要は、９種目ぐらいのス

クール、これは強化選手のためのスクール

を９種目されていて、２１種目、高齢者の

方々もサークルとかされているんです。私

ね、管理だけてしてたらずっと管理された

まま年月経っていくんじゃないかなと思

うのでね、やっぱりＮＰＯとして、今は委

託されていると思うんですけど、この総合

型スポーツ事業のために立ち上げたＮＰ

Ｏですから、やっぱり自立していただかな

いといけないと思うんです。 

 もちろん、運動場の旧味舌スポーツセン

ターの管理というのは、やっていただかな
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いといけないと思うんですけど、それプラ

スアルファやっていかないと、それだけだ

ったら、結局はその管理だけのＮＰＯにな

ってしまいますのでね、そこを先ほど市が

手を放すまでは面倒を見るみたいなこと

をちらっとおっしゃっていましたけども、

やっぱり徐々に徐々に手を離していかな

いといけないのかなというふうに思いま

す。やっぱり自立していかないといけない。 

 これはどこの団体さんでもそうですけ

ども、そういったことをどのように、どう

いう目的でこの総合型スポーツクラブを

担当課としては思いを持ってやろうとし

ているのか。 

 今は管理だけでＮＰＯに任せたらいい

と思ってはるんやったら、それでも結構で

すし、そのお答えだけしてもらっていいで

すか。 

 それから、せっつ安全安心メールですけ

ど、地域の方にそうやって区分をしていた

だけるというのは非常にありがたいなと

思います。 

 私も地域の事情というのは、子どもがい

なくなるとなかなかわからないというこ

とがありまして、小学校の内容なんかもそ

ういったところでメールが来ればある程

度わかるかなと思っておりますし、特に見

守り隊の方々なんかはスマホを持ってい

るかどうかというのは別として、そういっ

たメール配信で来ると、きょうは修学旅行

やから６年生いないなとか、それから運動

会の次の休み明けにはお休みだなとか、そ

んなこともある程度わかるんじゃないか

なと思います。 

 先日、五中で雨が降った運動会、あれは

結構まめに五中のほうからメールが来ま

した。午前中の競技を一気にやってしまい

ますとか、そういったメールが来てたので、

保護者の方たちも登録している方は非常

にわかりやすかったかなというふうに思

います。だから、いろんな使い方ができる

と思うので、工夫していただいて、登録率

をまず上げていただく。だって、スマホは

ね、ほとんど９０％持っていたとしても、

登録していてなかったらそのメールは来

ないわけですから、どこかでしましょうと

声かけしていただいて、五中のほうは再度

いただいておりました、早速メールを登録

し直してくださいと。ほかの中学校とかは

わからないですけど、そういった取り組み

をすぐやっていただいて、できれば子ども

たちの安全を守る上でも利用していただ

きたいと思っております。 

 これに関しましてはもう結構です。 

 修学旅行の件なんですけど、先ほどご答

弁いただきました。平成２５年にもそのお

話をさせていただいていると思うんです

けども、修学旅行で、私、保護者の方が何

で新大阪まで行って空バス走るんやと。特

に年配の方なんかは、何でそんな無駄なこ

とをするんやって本当におっしゃってい

たんですね。そのときの答弁は、先ほどお

っしゃったような答弁をされたんですけ

ども、そのときは今とは多分、バスの料金

が非常に変わってきていると思うんです。

そこは計算されましたかね。バスの料金が

変わって、実際、新大阪まで行って空バス

走っているんやったら、乗せていったほう

が安く上がるん違うかと。 

 保護者の方の中には、やっぱり修学旅行

の積み立てでも非常に大変な方もいらっ

しゃると思うんです。そういった方も含め

て、できればやっぱり値段も安く、子ども

たちが楽しいところに行けたらいいなと

思っておりますし、前にもお話ししました

けど、あえてなぜ広島なのかという話も出
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たと思うんです。ただ、そこはＰＴＡや保

護者の方たちのアンケートもとったとお

っしゃっていたんでね、そのあたりは今後

またいろんなご意見が出たときに改善し

ていったらいいのかなと思いますけど、や

っぱり無駄なことに対してはもう一度考

えていただきたいなと思いますし、料金的

なものも含めて検討できる余地があるん

でしたら、やっぱり考えていくべきだと思

いますし、そのあたり、現状、どうなって

いるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 業者の件もある程度同じ業者にならな

いようにというお話を何度もさせていた

だいたと思います。ここで以前いらっしゃ

った渡辺議員のほうも、業者がずっと同じ

業者で何年も来たというお話もありまし

たんでね、そのあたりは、あのときの答弁

はたしか前の年からそこを予約できる業

者がいないとかね、そんな話も出てたと思

います。現状としてはあえて名前は出しま

せんけれども、いろんな業者にばらつきが

あって、行く先も今、変わっているんです

かね。私、行き先はわからないですけど、

例えば岡山に行ってないところも聞きま

すし、広島だけのところもあるというふう

に聞いておりますけど、そのあたり今の中

学校の状況を教えていただけたらと思い

ます。 

 喫食率６．５％について、以前、教育長

が喫食率だけでないとおっしゃったのを

覚えていらっしゃいますかね。ただ、やは

り喫食率も考えてないと継続できないと

思うんです。継続できますかね。 

 私、中学校の子どもたちに、何で頼まへ

んのってたまに聞くんですけど、見た目が

おいしそうじゃないとかね言うんですよ。

子どもたちの意見ですよ。私の意見じゃあ

りませんけど、やっぱりコンビニのお弁当

のほうがそれやったらいいとか、例えば五

中なんかだったら、角のところにコンビニ

があるのでね、そこで買っていくとかね、

そういったことを言ってました。 

 ただ、もし喫食率を本当に上げようと思

うんでしたら、私は、これは保護者に対し

て食育の観点しかないと思うんですよ。 

 栄養バランス、例えば、夏場になるとお

弁当を持っていったら、暑い中で置いてお

くので傷みやすいでしょうとか、そういっ

たことも含めていろんな啓発を考えてい

かないといけないのかなと思うんです。じ

ゃないとなかなかまず食わず嫌いじゃな

いですけど、一回も食べたこともない子の

ほうが多いわけですよ。 

 メニューでカレーなんかは人気がある

んかなと思って、メニュー別に検討してみ

られたのかな。わからないですけど、その

辺お答えいただければと思うんですけど、

現状としては、６．５％が多いのか少ない

のかと言われたら、やっぱり少ないのかな

というふうに思いますし、ある程度、ここ

の委員会でもそこが心配してたわけです

よ。結局、デリバリー選択制にしたけど喫

食率が上がらなくて、結果やめざるを得な

くなったというところが近隣でもあるわ

けです。だから、それやったら完全給食が

よかったん違うのという意見ももちろん

あるでしょうし、はなからそんなお金を使

わなかったほうがよかったん違うかなと

いうような意見も絶対出てくるはずなん

ですね。 

 配膳室の整備工事にどれだけのお金が

かかっているかといったら、立派なものが

できてます。やっぱりあれを利用して、傷

まないで、食中毒にならないもので、夏場

にはできるだけ頼んでいただきたいとい
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うような、そういった啓発も一つ持てるし、

例えば、お弁当を持ってきても、プラスア

ルファを頼んでもいいわけですよね、よく

食べる子だったら。そのときの毎日同じよ

うなお弁当じゃなくてちょっと変わった

ものを食べたいという子に関しては、二つ

頼んでも楽しいよじゃないけど、いいよと

か、そういった工夫が要るかなとやっぱり

思いますね。 

 余り強制はできないですけど、みんなで

給食を一回食べてみようとかね、そういう

イベントじゃないけどキャンペーンをや

るとか、そういうこと少しでもしていかな

いと、このままいくと注文するのも面倒く

さくて、私も何度か見たんですね。確かに、

システムとしてはやりやすいですし、うま

くできているなと思うんですけど、まずパ

ソコンを開いたりとか、スマホでやるには

画面が少し小さかったりとか、そういう面

倒くささみたいなものもあるのでね、何か

そういう案というのはないんですかね。担

当課として喫食率を上げる何かお考え、そ

ういったとこをお聞かせいただきたいな

と思います。 

 あと、青少年保護育成条例の件で、私は

前回一般質問のときに、市がやっている青

少年保護育成条例と、それから大阪府がや

っている青少年健全育成条例、これとリン

クをさせないといけないんじゃないです

かというお話をさせていただいたと思う

んです。でも、実際にこの青少年指導員の

方々というのは、先ほどおっしゃっていた

ように、見回りをしていただいたりとかし

ているわけですよね。こういう人たちが一

生懸命やってくださっていることをやっ

ぱり市としてももう少しとらえてね、この

間の件を私はぶり返すつもりはありませ

んけども、やっぱりきっちりそういうとこ

ろも見て、全体を見てやっていかないとい

けないのではないかなと思います。 

 これは別やというのは違うと思うので、

やっぱりリンクさせていくということは

非常に大事だなというふうに思っており

ますので、これはこのぐらいにしておきま

すので、さまざまな大阪府から来たものを、

例えば、大阪府からね、夜８時以降とか出

歩かないでくださいという、こんなポスタ

ーみたいなものが実は大阪府にあるんで

すよ。私、娘の学校に行ったときに、大阪

府教育委員会がやっているやつが１０枚

ぐらい張ってあったんです、歩きスマホや

めましょうとか。それね、どこが出してい

るのかと思ったら大阪府やったんですよ。 

 でも、ここの摂津市内の小・中学校には

１枚も見たことがない。何でかなと、すご

い不思議に思ったんですけど、やっぱりそ

ういった情報をキャッチして啓発活動を

していかないといけないんじゃないかな

というふうに思いました。これも要望とさ

せていただきます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

に係ります保育士等処遇改善臨時特例事

業補助金についてでございます。 

 この事業の対象人数ということでござ

いますけれども、各園のほうから処遇改善

の実績の報告書というのをいただいてお

ります。その中では、対象職員となる常勤

職員さんの数であったり非常勤職員さん

の数等については記載をしていただいて

おりますので、個々の状況については担当

課のほうでは把握をさせていただいてお

ります。 

 また、補助金の配付方法につきましては、

経験年数であったり、常勤職員さん、非常
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勤職員さんといった立場によって、役職に

よって差をつけられている園もございま

すのが実情でございます。 

 なお、保育士の勤務の経験年数の状況を

申し上げますと、安威川以北以南で分けさ

せていただきますと、経験年数といいまし

ても、ほぼ同じような状況でございまして、

平成２６年度実績でいきますと、安威川以

北で大体平均７年程度、以南であっても６．

８年、おおよそ７年程度ということで、大

体、摂津市内の保育士さんの平均勤続年数

というのは７年程度という状況でござい

ます。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 中学校給食に係るご質

問でございますが、まずメニュー別の人気

の状況についてということで、以前、６月

の上位３位の献立一覧という形で出させ

ていただいたものがございますが、その一

つといたしまして、献立がサケのムニエル

やトマトのスパゲティ、あと、コーンポタ

ージュの日の喫食率が高かったというこ

とでございます。 

 第２位といたしまして、ミソカツやキャ

ベツのゆかり合え、湯葉のすまし汁といっ

たメニュー、あと、第３位といたしまして

は、鶏肉の香味揚げ、また大豆モヤシの炒

めナムル、こういったメニューのときが上

位３位を占めております。 

 担当課として今後の喫食率向上に向け

ての考えはということでの質問でござい

ますけれども、今回、来週１０月１９日以

降に学校のほうからアンケートを各生徒

さん、保護者の方にお配りいただきまして、

実施させていただきます。 

 その中で実際に給食を頼んでいただい

ている、また給食を利用されてない方につ

いても、どのような理由で利用をされてい

る、利用をされていないというところを質

問の項目に入れさせていただいておりま

す。また、生徒の方には、今後食べてみた

いメニューということで自由に記入して

いただく項目もアンケートの中に入れて

おりますので、そのようなお声を頂戴いた

しまして、分析して今後の喫食率向上に少

しでも役立てるよう検討してまいりたい

と考えております。 

 あと、先ほども申しておりますけれども、

また新入学の保護者の方に対しての試食

会や説明会、在校生の方も含めまして、そ

のような形で実施してまいりたいと考え

ております。 

 今現在実施していただいております業

者さんといろいろ話をする中で、他市で実

施されているところで、そのような試食会

や説明会を少人数で回数を多く実施して

いく中で喫食率向上に少しでも結びつい

た事例もあると聞いております。 

 なかなか特効薬的な喫食率向上に向け

ての名案というものはないんですけれど

も、地道に今後もパンフレットやリーフレ

ットを配布していったり、そのような説明

会、ホームページや広報紙等を通じて、少

しでも安全・安心でおいしい給食をアピー

ルしていくことで喫食率の向上につなが

っていけばと担当課として考えています。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 私のほうから、い

じめ防止対策推進事業におきますサイバ

ーネットワークとの連携のことにご答弁

申し上げます。私は、いじめ問題対策委員

会とサイバーネットワークの連携という

よりも、インターネットの問題、あるいは

ネット等とのつながりから子どもを守る

という観点が大事だと思っております。 
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 そういう意味で申しますと、子どもの、

例えばスマホ、あるいはパソコンでのいじ

めの問題を私ども事務局のほうが素早く

察知して、早くサイバーネットワーク等と

も連携をすることが重要じゃないかと考

えます。 

 その上で、いじめ問題対策委員会へ事例

として挙げていくとか、あるいはこの視点

が重要であるということをいじめ問題対

策委員会へ我々のほうから申し上げると

いうことが重要でないかと考えます。です

から、全く連携が必要でないとかいうこと

ではなくて、順序として、我々が常にアン

テナを高くしておく必要があるのではな

いかと考えているところでございます。 

 それから、地域学校連携活動支援事業に

かかわって、すこやかネットのさまざまな

活動に校長は出てくるが、なかなか学校の

先生が出てこないという件でございます

が、正直なところを申し上げますと、学校

の教員がさまざまな機会にさまざまなと

ころへ出ていかなければならない機会は

大変多くございます。そんな中で、学校に

よっては割り当てをしながらさまざまな

行事に順番に参加して、少しでも顔を出す

ように工夫したりしているところではご

ざいます。ただし、すこやかネットの本来

の趣旨を考えますと、学校の中に地域が入

るんではなくて、地域の中に学校が建って

いる。つまり、学校は地域の中にある一つ

の機関である、一つの財産であると。それ

は物的にも人的にも財産であると、そのよ

うに考えるところから始まったのがすこ

やかネットであるととらえております。 

 そういう意味で言いますと、教員が出て

いくことはもちろんですし、学校の中身の

発信というものがもっとすこやかネット

の場面で必要でないかと考えています。 

 そんな意味で、学校が地域の中にある機

関として何の役割を担えるか、そう考えた

上での発信を十分しながら、十分、地域の

中に学校というものが位置づけられてい

けばいいのではないかと考えている次第

でございます。 

 しかし、校長だけの発信ではなくて教員

からの発信が地域やすこやかネットにも

必要じゃないか。今は、ややもすると校長

だけの発信になりがちですので、もっと発

信の内容、方法を考えるべきであると、そ

のように考えている次第でございます。 

 それから、修学旅行の件です。 

 現在の状況で申し上げますと、以前、旅

行業者は、小学校の場合、１社が独占して

いる状況がございました。現在は複数者に

なったということは先ほどご答弁申し上

げましたが、行き先も岡山で宿泊する場合

であったり、広島で宿泊する場合であった

り、さまざまな提案の中から、中国地方に

限られますが、宿泊先としてはバラけてき

ている現状がございます。 

 バスの件でございますが、今年度、実際

にいわゆるおっしゃるところの空バスを

走らせている学校は３校でございます。こ

れにも既に契約してしまったという問題

であったりとか、それからバスの値段は確

かに上がっておりますのでバスを向こう

で、例えば広島でまた借りる、岡山で借り

るということをしていますと大変値段が

高くつきます。今はバスの料金が時間とキ

ロと両方合わせての算出システムになっ

ておりますから、帰るときもまた料金が必

要です。 

 そのことから、料金の何が安いのかとい

うことを判断するのは非常に難しい状況

でございますが、今後、消費税の問題であ

るとか、さまざまな要件が考えられます。
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その中でやはり保護者負担が少なくなる

方法を選択する必要がある、そう考えてい

ます。 

 そういう意味でいいましたら、新幹線代

を削って行きしなもバスに乗っていけば、

新幹線代の分は不必要になりますから、そ

れも一つの料金を下げる方法にはなると

思います。 

 いずれにしましても、その料金の上限と

いうものも考えながら、複数業者に交通手

段の提案等もさせながら、最適な方法を考

えていくということを各学校が図ってい

く必要があると我々も思っておりますし、

先ほど申し上げた３校についても、空バス

を今年は走らせておりますけども、来年度

につきましては、料金が少しでも保護者負

担が減るような方向で検討し、いろいろと

比較しながら考えていくということでご

ざいます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 スクール・エンパワ

ーメントの推進事業につきまして、再度ご

説明を申し上げます。 

 スクール・エンパワーメントにつきまし

ては、平成２５年より大阪府教育委員会の

ほうが、府内で学力的に課題があると思わ

れる８４の中学校を対象としまして、その

学校をエンパワーメントし、本来持ってい

る力を引き出して、最大限に発揮させて、

学校が一丸となって学力向上に取り組む

元気を持つという、そういうことを目標に

始まった事業でございます。 

 予算面で申し上げますと、１名の加配教

員をその学校につけるということがござ

いますけれども、翌平成２６年度よりさら

に学力調査で課題のありました１０の市

町村に対しまして、先ほど申し上げました

スクール・エンパワーメント支援員を派遣

することになりました。これは２分の１補

助事業で摂津市としてのスクール・エンパ

ワーメント推進事業ということで立ち上

げることとなります。大阪府のスクール・

エンパワーメント推進事業によって市の

スクール・エンパワーメント推進事業に応

援をいただいていると、そのような図式に

なっておりまして、このスクール・エンパ

ワーメント支援員につきましては、指定さ

れた四中と五中は府からも派遣されます

けれども、そのほかに市教委として、今年

度は第二中学校、それから鳥飼小学校、鳥

飼北小学校、鳥飼東小学校に支援員を派遣

しているというような枠組みになってお

ります。 

 しっかり目標を立てて頑張れというこ

とでございまして、府から応援をいただい

ておりますけれども、市教委と学校が主体

的に学力向上にしっかり取り組んでいか

なければならないというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 学童保育事業に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 委員ご質問のとおり、委託に当たっては

さまざまな手順やクリアすべき課題があ

るというふうに考えております。 

 例えば、保護者の方へのご説明でありま

したり、事業者の決定、それから規則など

の法令の整備、また契約書や仕様書などの

検討、直営職員から民間事業所への引き継

ぎ等があるというふうに考えられます。こ

れらをクリアするためには計画的に進め

ていく必要があり、早目早目の準備を心が

けて、スムーズに委託ができますように進

めてまいりたいというふうに考えており
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ます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 辻課長。 

○辻文化スポーツ課長 文化スポーツ課

にかかわります契約書に関する２回目の

ご質問についてご答弁申し上げます。 

 文化スポーツ課全般的に、契約書の取り

扱い、そして契約書を相手方と交わすこと

の意識、認識というものは、現段階では大

変甘いと認めざるを得ないと考えており

ます。 

 毎年、この契約書で大丈夫なので、今年

もこれで大丈夫であろうという前例踏襲

は文化スポーツ課全員に非常に蔓延して

いることが原因であると考えております。 

 委員がおっしゃいますように、契約書の

内容に基づいてどのような報告書等の書

類がいつまでに受け取らなければならな

いのかという記載事項の把握がしきれて

いないために、先方から提出されるのを待

つばかりで、催促もできていないというの

が、恥ずかしながら現状でございます。 

 夏以降、委員から、るるご指摘をいただ

いてきておりますことから、最近では毎日

のようにこの契約内容について、かなり強

い指導をしています。契約書というものは、

先方に委託料を支払うためだけのもので

はないと。委託料を支払えば契約書の使命

が終了するのではないというようなこと

も、ほぼ毎日のように言っております。 

 そして、印鑑の取り扱いについてもそう

ですが、事務局として団体の印鑑をお預か

りしているからといって、何でもかんでも

勝手に押していいというのではもちろん

ございませんし、その際は団体の中で話を

させていただいて、必要であればお出まし

いただきながら、こちらのほうで納得の上、

印鑑を押していただくというようなこと

も必要であろうと思いますし、また、団体

様から文化スポーツ課にお任せしますと

いうことであれば、内容をご確認いただい

た上でこちらのほうで処理をさせていた

だくべきであると考えます。 

 委託について、今後どのようにしていく

かというお話ではございますけれども、今

はそのような状況からのスタートである

と考えておりますので、まずはそれぞれの

事業の役割分担、市側と委託先の役割分担

をまずは明確にしながら、曖昧な部分を可

能な限り排除していくような契約方法に

たどり着かなければならないと考えてお

ります。 

 それから、総合型スポーツクラブのご質

問でございます。 

 先ほど委員から、福島県双葉町の話を例

に挙げていただきましたが、この予算の支

援事業そのものが、それをもって全ての支

援であるということではございません。 

 もちろん総合型スポーツクラブといい

ますのは、どの協議にも会員が任意に参加

できるというのが総合型スポーツクラブ

の一番意図とするところでございまして、

現在、教室としましてヨガもございますし、

太極拳、体操、ダンス、バドミントン、卓

球、健康体操等々の教室がございます。こ

れは総合型スポーツクラブにお入りいた

だければ、どの教室にも参加いただけると

いうことで、単一のスポーツ競技のクラブ

に入るのと一線を画すのはこの部分でご

ざいます。 

 なおかつ総合型スポーツクラブにつき

ましては、市からの委託事業もやっていた

だいているところでございまして、文化ス

ポーツ課では、今、スポーツクラブの管理

事業のほかには、昨年度から夜間健康体操

教室の委託もさせていただいているとこ
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ろでございます。 

 総合型スポーツクラブについては自立

化が大事であると私も考えております。こ

の自立に向けては、当然、市からの委託事

業が膨らめばいいのかというと、決してそ

んなことではないのはもちろんそうでご

ざいます。 

 自立するためには、もちろん自立運用で

きる原資が必要になってまいります。基本、

せっつブルーウィングス、総合型スポーツ

クラブの原資といいますのは、会員の年会

費です。それが安定して収入として回せる

ような状況になったとき、それが自立化で

あろうというふうに考えます。 

 何も総合型スポーツクラブが自立化に

向けて努力をされてないというようなこ

とではございませんで、スポーツクラブが

発足してから、当初は数十名単位の規模で

ございましたけれども、年々増加の一途は

たどっておりまして、現在２５０名強の会

員がいらっしゃいます。ただ、２５０名が

多いか少ないとかいいますと、足りていま

せん。その辺のＰＲについても積極的にし

ていただかなければならないとは考えて

おります。 

 最近では、イベント時のＰＲといたしま

して、各種、文化スポーツ課等の行事にお

きましても積極的にご参画いただきなが

ら、ＰＲブースを設けたりしながら会員獲

得に努力をしていただいているところで

ございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 それでは、こども会

につきまして、市役所としてのその意義に

ついてご答弁させていただきます。 

 我々は教育委員会でございますので、子

どももしくは青少年の教育、健全育成等を

目的としているわけでございますけども、

摂津市としていたしましては、それで当然

終わりではなく、そうやって育った子ども

たちが住み続けて大人になって、また摂津

市で子育てをすると。そういったことで、

いわゆる人づくりによるまちづくりとい

うものが摂津市全体としての最終的な目

標なのかなと。そのことを循環させること

によって摂津市自体がよくなるものとい

うふうなことを考えております。 

 つまり摂津市が好きである、また摂津市

に住み続けたいと思えるような人づくり

ができたらいいのかなと考えております。 

 小学校では、学級単位もしくは学年単位

ということで、同世代による横のつながり

というものを育むことは可能だと考えて

おります。 

 しかし、小学校ではなかなか縦のつなが

りというのは育むことは難しいものと考

えております。それらを補完するためにも、

こども会は縦のつながり、例えば、小学校

１年生の面倒を小学校６年生が見ると。ま

た、その小学校１年生だった子が小学校６

年生になって、また新しく入ってきた小学

校１年生の面倒を見る。そういった中で、

地域における縦のつながりを育むことで、

学校における横のつながりと地域におけ

る縦のつながり、これらを複合しまして、

人づくり、まちづくりにつながるのかなと。 

 つまり、最終的には、そういったことで

郷土愛を育み、定住につながる。ちょっと

大きいことを言ってしまっているのかも

しれませんけども、最終的にはやはりそう

いったところが到達地点なのかなという

ふうに考えております。 

 そういう意味では、こども会というのは

やはり郷土愛を育むため、地域における帰

属意識を育むため市役所としても必要な
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ものであると。 

 例えば、現在、縦のつながりが希薄にな

ることによって帰属意識が薄れていると

いう状況になりつつあると思います。そう

いった中で、我々は摂津市に住んでいるん

だ、摂津市で育ったのだと言えるような子

どもをつくるためにも、こども会というの

は非常に存在価値があるものと考えてお

ります。 

 今後、本市といたしましても、こども会

の育成に関して、委員がおっしゃられたよ

うに、減少傾向にあるのは確かでございま

す。上昇させる以前に、いかにして歯どめ

をかけるかというところに苦労しており

ますし、他市におきましてもほぼ同じ状況

であるのは確かでございます。そういった

中で、こども会の発展について今後さまざ

まな方策を考えていきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 教育長。 

○箸尾谷教育長 私が教育長として摂津

市に来させていただいて、最初にびっくり

したのは、本当にこの市の規模でたくさん

の文化スポーツのイベントが行われてい

ることでした。これまでからまちづくりの

柱として文化スポーツ振興というのに取

り組んでこられたんだろうなというよう

に思います。 

 そういう中で、やっぱり出だしは、これ

だけの規模の市ですから、各団体さんのお

力だけではなくて、教育委員会事務局も一

緒になってその成功のために力を合わせ

てやってきたんだろうなと思いますが、そ

れが５年経ち、１０年経ち、先ほど担当課

長のほうも申しましたけども、事務処理が

やはりルーズになってきたのではないか

と考えております。事務処理のミスという

のはあってはならんことでありますので、

今、担当課長が申しましたけども、事務処

理過程の見直しであるとか、あるいはチェ

ック体制の再構築等を行い再発防止には

努めていきたいと思っています。 

 また、今後は、ご存じのように第５次行

革の中でイベントの見直しを行います。そ

の背景、目的としましては、高齢化の進展

や地方分権の推進、さらには新たなニーズ

の対応など、市職員に求められる業務が増

大してきていることがあげられます。そう

いう中では、市としてもイベントについて

そのあり方を再考する段階に来ていると

いうふうに申し上げているとおりです。や

っぱりイベントそのもののあり方、そして

また、持続可能なイベントとして、市と団

体の役割分担をどうするかといった委託

契約の内容等をもう一度見直していかな

ければならないと思っています。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午後４時４４分 休憩） 

（午後４時４８分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 本日の委員会はこの程度にしたいと思

います。 

 散会いたします。 

（午後４時５０分 散会） 
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